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令和４年第１回 津別町議会定例会会議録 
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副 議 長  山 内   彬 

 

議員の応招、出席状況 

議席

番号 
氏   名 

応 招

不応招 

出席 

状況 
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１ 篠 原 眞稚子 ○ ○ ６ 巴   光 政 ○ ○ 

２ 渡 邊 直 樹 ○ ○ ７ 佐 藤 久 哉 ○ ○ 
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５ 山 田 英 孝 ○ ○ 10 鹿 中 順 一 ○ ○ 
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総 務 課 長 近 野 幸 彦 ○ 生涯学習課長補佐 石 川 波 江 ○ 

防災危機管理室長 宮 脇 史 行 ○ 農業委員会事務局長 迫 田  久 〇 

住 民 企 画 課 長 小 泉 政 敏 〇 選挙管理委員会事務局長 近 野 幸 彦 〇 

住民企画課長補佐 加 藤 端 陽 ○ 選挙管理委員会事務局次長 丸 尾 達 也 〇 

住民企画課長補佐 菅 原 文 人 ○ 監査委員事務局長 松 木 幸 次 〇 

保 健 福 祉 課 長 森 井 研 児 ○ 監査委員事務局次長 丸 尾 達 也 〇 

保健福祉課長補佐 仁 部 真 由 美 ○    

産 業 振 興 課 長 迫 田  久 ○    

産業振興課長補佐 中 橋 正 典 〇    

建 設 課 長 石 川 勝 己 〇    

建 設 課 長 補 佐 斉 藤 尚 幸 ○    

会 計 管 理 者 藤 原 勝 美 ○    

総務課庶務係長 坂 井 隆 介 〇    

住民企画課財政係長 小 西 美 和 子 ○    

 

 

 

会議の事務に従事した者の職氏名 

職   名 氏   名 出 欠 職   名 氏   名 出 欠 

事 務 局 長 松 木 幸 次 ○ 事 務 局 安 瀬 貴 子 ○ 

総 務 係 長 土 田 直 美 ○    
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会 議 に 付 し た 事 件 

 

日程 区分 番号 件        名 顛    末 

１   会議録署名議員の指名 

７番 佐藤 久哉 

 

８番 高橋  剛 

２ 議案 14 令和４年度津別町一般会計予算について  

３ 〃 15 
令和４年度津別町国民健康保険事業特別

会計予算について 

 

４ 〃 16 
令和４年度津別町後期高齢者医療事業特

別会計予算について 

 

５ 〃 17 
令和４年度津別町介護保険事業特別会計

予算について 

 

６ 〃 18 
令和４年度津別町下水道事業特別会計予

算について 

 

７ 〃 19 
令和４年度津別町簡易水道事業特別会計

予算について 

 

８ 報告 １ 
例月出納検査の報告について（令和３年

度 11 月分、12 月分、１月分） 
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（午前 10時 00 分） 

◎開会の宣告 

○議長（鹿中順一君） おはようございます。 

ただいまの出席議員は全員であります。 

 

    ◎開議の宣告 

○議長（鹿中順一君） これから本日の会議を開きます。 

本日の会議に付する議案は、お手元に配付のとおりです。 

 

◎会議録署名議員の指名 

○議長（鹿中順一君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第 125条の規定により、議長において 

７番 佐 藤 久 哉 君   ８番 高 橋   剛 君 

の両名を指名します。 

 

    ◎議案第 14号～議案第 19号 

〇議長（鹿中順一君） 日程第２、議案第 14号 令和４年度津別町一般会計予算につ

いてから、日程第７、議案第 19号 令和４年度津別町簡易水道事業特別会計予算につ

いてまでの６件を一括議題とします。 

昨日に引き続き、質疑に入ります。 

質疑はできる限り簡潔に、議題外にわたらないようにし、答弁についても要点をと

らえて簡明に願います。 

質疑に際しては予算書に記載のページ数を言っていただきます。 

日程第２、議案第 14号 令和４年度津別町一般会計予算についての歳出、第４款衛

生費から第５款労働費、第６款農林業費、第７款商工費まで、ページ数は 223 ページ

の下段から 330 ページまでの質疑を許します。 

８番、高橋剛君。 

〇８番（高橋 剛君） ３点お願いします。 
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まず 230 ページの上段、病院施設整備基金積立金ですけれども、以前お伺いした時

に、目標とする期間ですとか金額ですとか、そちらのほうは決まっていないというお

話でしたけれども、今でもそれは変わっていないのかどうかお伺いをしたいと思いま

す。 

続きまして、302 ページの上段、木質ペレットストーブの購入支援事業なんですけれ

ど、本年度の実績はどうだったのか教えていただければと思います。 

３点目です。318ページの下段、商工振興補助費等、北海道ＵＩＪターン新規就業・

移住支援事業なんですけれども、こちらは北海道の補助事業だと思うんですけれど、

津別町の具体的な活動というのはどのようなものなのか、教えていただければと思い

ます。 

〇議長（鹿中順一君） 保健福祉課長。 

〇保健福祉課長（森井研児君） ただいまご質問のありました 230 ページ、病院施設

整備基金積立金の関係でお答えしたいと思います。 

津別病院さんとのやり取りということは継続して行われておりますけれども、具体

的な病院の最終的なあり方、規模、こういったものがまだ見えてきておりませんので、

最終的な金額、目標額というものは現状まだ見えてきていないという状況になります。 

〇議長（鹿中順一君） 産業振興課長補佐。 

〇産業振興課長補佐（中橋正典君） それでは 302 ページ、ペレットストーブの納入

実績であります。令和３年度については１台の納入実績になります。 

もう一つ、318ページ、ＵＩＪの関係でございますけれども、北海道が運営するマッ

チングサイトと連動する形で、町のほうも企業の登録などを含めて一緒に動いている

ような形で促進を促しております。 

以上です。 

〇議長（鹿中順一君） ８番、高橋剛君。 

〇８番（高橋 剛君） まず基金の積立金のことなんですけれども、今、お話合いを

いろいろされているということなんですけれども、一つはっきりお聞きしたいのが、

丸玉さんが津別病院の建て替えというか、それをするという意向をもたれているとい

うことでよろしいのか、その辺の話し合いがもしあれば教えていただければと思いま
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す。 

二つ目のペレットストーブなんですけれど、もうこちらのほうは質問もさせていた

だいていますし、はっきり言いまして、ちょっと応援したいなと思うところもありま

す。 

それで、ペレットストーブの購入に関しては、バイオマスセンターとこちらの事業

と、前の一般質問でも少しお話しさせていただいたかと思いますが、津別町という町

を特徴づけるものとしては、やはり一次産業だと思うんです、この町って。その中で

も、やはり林業がすごく津別町は特徴をもっていますので、植林から木材の製造加工

まで全てうちの町でできてしまうというのは、すごい津別町の特徴だと思うので、ペ

レットストーブのこの購入支援事業はすごく規模としては毎年小さいんですけれども、

その一つの特徴づける事業だと私は思っているので、これは頑張っていただきたいな

と思っております。 

それとバイオマスセンターに関しては、２回ほど一般質問をさせていただいていま

すので内容はわかっていますので、今回、質問等々はないんですけれども、ぜひ頑張

っていただきたいなと思っております。 

重ねて一つだけお伺いしたいんですが、今年も、例えば展示会を開いたりだとか、

広報でこういうペレットストーブがあります、新しいこういうのが出ていますよみた

いな紹介をされていたかと思うんですけど、同じような戦略で来年度もいこうと考え

ているのか、その辺あれば教えていただきたいなと思います。 

北海道ＵＩＪターン新規就業・移住支援事業なんですけれど、こちらのほうは実績

というのは上がっているんでしょうか、その辺を教えていただければと思います。 

〇議長（鹿中順一君） 保健福祉課長。 

〇保健福祉課長（森井研児君） 二つ目のご質問になると思いますけれども、丸玉木

材さんが建て替えの意向をお持ちかどうかというところですけれども、現時点のとこ

ろは丸玉さんが主体的に建て替えに関わっていただけるというか、されるというとこ

ろで認識しているところです。 

〇議長（鹿中順一君） 産業振興課長。 

〇産業振興課長（迫田 久君） 302 ページのペレットストーブの関係でありますけど
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も、今、高橋議員がおっしゃるとおり応援していただいているというふうなところは

重々認識しております。こういった中で、昨年も展示会を開催させていただいており

ますが、やっぱりまだ一般町民に認識といいますか、やっぱりちょっと価格が高いと

いうふうなところもございますので、そういったところでいきますと、今、灯油等が

高騰していけば、もう少し皆さんに気づいていただけるのかというふうなところでご

ざいます。 

今後どのような形で推進していくのかというふうなご質問だったと思うんですけど

も、今年度、今、議員がおっしゃっていただいたとおり木質バイオマスセンターが建

設されます。その中で、今年も同じような形で昨年同様の報告会等々も随時開催して

いくというふうなところも検討しておりますので、それらとあわせまして、今度はバ

イオマスセンターができる、できたら皆さんに注目していただけますので、それの活

用とともに、このペレットストーブの普及には同じような形で、それとリンクさせな

がら進めていきたいというふうに考えておりますし、もちろん例年の広報活動という

ふうな形も継続していきたいと考えております。 

〇議長（鹿中順一君） 産業振興課長補佐。 

〇産業振興課長補佐（中橋正則君） 318 ページ、ＵＩＪターンの関係でございますけ

ども、令和３年度の実績を申しますと、単身者が２名来ることになりました。ちなみ

に福祉事業所に１人、そして木材加工所に１人という実績になっております。 

〇議長（鹿中順一君） ８番、高橋剛君。 

〇８番（高橋 剛君） まず積立金に関してなんですけれど、丸玉さんがやる意向が

今のところあるということで認識させていただいて、そうしますと、この基金、去年、

当初予算で 3,000 万円だったかと思います。補正予算で 7,000 万円で合計１億円にな

ったかと思うんですけども、今回の金額を見ますと約 5,000 万円ということなんです

が、これ金額として少し少ないのではないかなと思うんですが、当初からもう少し増

やすということは考えられなかったのかどうか、そのあたりを教えていただければと

思います。 

ペレットストーブについては了解をいたしました。 

あとＵＩＪターンなんですけれど、こちらのほう先ほども言いましたけど、道の補
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助金を使われていると思うんですが、道の補助金がなくなったらやめてしまうのかど

うか、独自に津別で先も続けていこうかなと、先ほど実績をお伺いしますと、全部で

２人ですかね、１名と１名で２名ということですね。２名というのは、私は結構上が

っていると思うんです、正直。だから効果はあるのかなという印象はあるんですが、

財源の関係がありますので、こちらのほうは見通しとしては、どういう見通しを持た

れているのか、補助金がなくなったらやめてしまうのか、それともやはり、もう少し

独自にやってみようかなという意向も町としては持っているのかどうか、お聞かせい

ただければと思います。 

〇議長（鹿中順一君） 住民企画課長。 

〇住民企画課長（小泉政敏君） 230 ページの病院の積み立ての関係でございますが、

少なくないかというようなお話であったかと思いますが、先ほどからお答えしている

とおり、まだどれだけ必要かというのがはっきりしていません。あと全体の町の予算

というところも考えると、いきなり何億円がいいのかという話にもなろうかと思いま

すが、それもまた不明な話になってしまいますので、当初としては、町全体の財政の

関係を見てこれぐらいだろうということで決めさせてもらいました。 

ただ年度末もそうなんですけども、令和３年度も同様ですけども、結局、最終の年

度末には剰余金を増額して積み立てていくという、町のほうとしては、そういう優先

度は高いという考えを持ってございますので、今年度末も令和４年度末も剰余金が出

た場合については、こちらのほうを優先的に積み立てていきたいという考えを持って

ございます。 

また、そういうことでいろいろ議員をはじめ町民の皆さんにも不安になっていると

ころもあるかと思いますけども、そういう不安になるべくさせないような形で進めて

まいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

〇議長（鹿中順一君） 産業振興課長補佐。 

〇産業振興課長補佐（中橋正典君） 318 ページ、ＵＩＪターンの関係でございます。

町の考えとしましては、予算がなくなったから、いっぱいになったから終わりという

ような考えではいないところです。ですから、道だとか関係機関と協議をしながら、

受け入れの態勢を町としても支援していきたいという考えをもっておりますので、引
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き続き柔軟にというか、その辺の対応はしていきたいと思います。 

〇議長（鹿中順一君） ほかに。 

４番、村田政義君。 

〇４番（村田政義君） ２点について考えをお聞きしたいと思います。 

１点目は 242 ページの 18 節の関係であります。水道未給水地区整備事業の関係で、

今年度も昨年に引き続き 360 万円計上されております。昨年度については木樋地区に

おいて井戸の発掘を試験的にしたというふうにお伺いしております。しかし残念なが

ら水質とかもろもろの条件が重なって使用できないという状況が出ております。そう

いったことで、今年も同じ金額が組まれておりますが、今年の発掘等の計画はどのよ

うになっているのか、もし考えがあればお聞かせ願いたいと思います。 

それともう１点、324ページのチミケップキャンプ場管理経費の関係であります。こ

れも昨年と同じような金額が組まれておりますが、特にチミケップについては、夏は

キャンプ場、それから冬はワカサギ釣り、こういったところで賑わっている状況であ

ります。夏の関係については水洗化されていますから環境整備もきちんと整っていま

すが、特に言われているのは、今年、ワカサギの時期が終わったのかどうかはわかり

ませんけども、冬期間トイレが封鎖されることによって、ごみとか、あるいは排泄と

か、来た方が自然の中で終わらせてしまっているという状況の中で、非常に管理者の

ほうからも処理に困るという話もされております。そういったことで、できれば冬も

トイレが使えるような状況ができれば１番いいんだろうと思うんですけれども、こう

いったことを含めて、今年度の状況がどうだったのか含めて考えをお聞かせ願えれば

と思います。 

以上です。 

〇議長（鹿中順一君） 建設課長補佐。 

〇建設課長補佐（斉藤尚幸君） 242 ページの水道未給水地区整備事業の今年度の予算

についてでありますが、この予算につきましては通常の井戸、１件当たり 100万円と、

浄水機１軒当り 20万円の通常の補助の範囲で予定しているもので、木樋地区に限った

ものではございません。木樋地区の関係については、まず物理的にどのような方法が

可能かということを、こちらのほうでまずは精査しない限りは、地域の住民の方とお
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話しできるものはないと思っております。まずは、ちょっと内部でその辺何ができる

のかというのを詰めてから、地域の方とお話をしていくという形になっておりますの

で、その辺ご理解をいただきたいと思います。 

〇議長（鹿中順一君） 建設課長。 

〇建設課長（石川勝己君） 324 ページのチミケップキャンプ場の予算につきましては

産業振興課所管ですが、今ご質問あった部分については、ワカサギの釣り場の関係か

というふうに思います。河川管理の関係で建設課所管になりますので、私のほうから

お答えをさせていただきたいと思います。 

長期間ワカサギ釣り場として公式に釣り場としている部分ではございません。釣り

の愛好家の方が釣っているという場所で、私どもとしても安全管理の部分と、それか

らごみの関係についての部分で週に２回管理する委託をして、そちらのほうに出向い

ていただいて、ごみの収集や利用のマナーの関係について、啓蒙を含めてやっており

ます。 

トイレの問題につきましては、前々からも話題になっておりますし、課題の部分で

あります。冬期間簡易トイレを置くにしても、その場所がない、それから当然冬です

から凍結の問題、管理の問題を含めて非常に難しいというようなところで認識をして

おります。ですから、ないという状況の中でマナーを守っていただくというような形

で、釣りをされる方にお願いをしてきているというところが現状でございます。 

以上です。 

〇議長（鹿中順一君） ４番、村田政義君。 

〇４番（村田政義君） １点目の水道未給水地区の関係については、私もこの 360 万

円の内訳、助成金、発掘する際に 100 万円、浄水機を買う場合は 20万円とこれは十分

理解しているところであります。 

とりわけ昨年度、木樋地区において、今、正直言って私が認識しているところにつ

いては、水道未給水地域７地区というふうに理解をしているところであります。とり

わけ相生地区、それから東岡については飲料水としての水源が確保されておりますけ

れども、特に東岡は簡易水道で整備されたという状況で、一つずつそういう未給水地

域についても整備されているのかなというふうに私自身も認識をしておりますが、昨
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年度、木樋地区において整備された内容も、それなりに私も聞かされております。 

やっぱり地域の人たちにとっては、やっぱり春先の雪解け、大雨、昨年もかなり水

の濁りで家庭水にかなり苦慮したようであります。１日も早い復旧というものが好ま

しいというふうに言われていますので、今、この後、地域の方とも十分注意してやる

ということでありますから、ぜひそういったことも含めて、できるだけ早い時期にこ

ういった未給水地区の整備をお願いしておきたいと思います。 

あとチミケップの関係はわかりました。確かに冬期間、簡易トイレとかいろんなも

のを今言われたとおり備え付けるというのはかなり厳しいということを言われている

し、やはり釣り人のマナーというのが１番基本になりますけども、なかなかそこのと

ころは言っても、やっぱり必ずしも 100％守られるのかといえば必ずしもそうではない

というふうに私も感じております。そういったことから、やっぱりそういったところ

をさらに徹底しながら、きちっと対策をとっていただくことをお願いして、私の質問

については終わらせていただきます。 

以上です。 

〇議長（鹿中順一君） 建設課長。 

〇建設課長（石川勝己君） １点目の部分につきましては、議員とも前からお話をさ

せていただいている部分でありますし、経過についてもご理解いただいているという

ことでございますので、引き続き地域のほうと話を続けていきたいというのと、既に

申し上げておりますが、農業の関係の補助事業なんかも模索しながら進めていきたい

というふうに考えています。 

それから二つ目の部分につきましても、チミケップの関係ですが、マナーに頼らざ

るを得ないという現況の部分、また引き続きその部分も何らかの工夫を我々もしてい

きたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

〇議長（鹿中順一君） ほかに。 

 ９番、山内彬君。 

〇９番（山内 彬君） ２点ほどお伺いしたいと思います。 

最初に 306 ページの地域バイオマス利活用促進事業のことについてお伺いしたいと

思います。 
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先日、成果報告会に私も出席させていただいて、内容をいろいろ聞かせていただい

たところであります。そこで、ここの報告会で内容について何点かこの先のことです

けどもお伺いしたいと思います。 

完成は今年ということで、今回、町の主要事業の目玉になるものかなと思います。

そこで、この完成後の収支計画等は計画の時点で十分練って大体目途を立てているか

と思いますが、この収支計画において、概要についてできればお伺いをしたいと思い

ます。というのは、当然、収支が合うように経営を考えているかと思いますが、そこ

で運営先についてはどういうふうに考えているのか、公営で建設して運営は民間だと

いうふうに報告会の時に説明がございましたけれども、運営先について考えがあれば

お伺いしたいと思います。 

それから、この報告会の中でチップの利活用について報告がございましたが、一つ

は隣にあるペレット工場のほうへの供給、それからキノスのほうで暖房用で使われる

等、それから農業の畜産のほうにも使うと報告を受けております。 

そこで、この畜産のほうにペレットをそのまま使えるのかどうか、ちょっと疑問を

持ったものですから、一部維持加工して供給するのか、その辺りについてお伺いした

いと思います。 

２点目は、318ページのレストハウス管理経費について、維持管理の部分の予算しか

計上しておりませんけども、これは何回か議会でも議論をしているところであります

けども、コロナが始まる前から営業停止して、今現在に至っているところであります。

まちづくり会社のほうで再建に向けて検討をされていると思いますけれども、営業の

再開の目途について町のほうで会社のほうとどういう話をしているのか、わかればお

伺いをしたいと思います。 

〇議長（鹿中順一君） 産業振興課長。 

〇産業振興課長（迫田 久君） まず 306 ページのバイオマスセンターに関するご質

問につきましてお答えしたいと思います。 

まず１点目ございました収支計画でございますが、このセンターを建てるにあたり

まして、補助事業を活用していくわけですが、その中で立てております収支計画でい

きますと、まず収入の部では 2,555 万円ほどの収入を見込んでおります。支出が 1,765
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万円ほど見込んでおります。営業利益としましては 790 万円ほどの営業利益を見込ん

でおります。そういった中で、これらの計画をもとに誰が運営していくんだというふ

うなところでございますが、議員ご指摘のとおり公設民営の形を目指しております。

団体としましては、今ペレット製造施設を運営していただいておりますペレット協同

組合を母体とした再生可能エネルギーマネジメントセンターというふうなものを立ち

上げていきながら、その中でこの運営につきまして担っていただきたいというふうな

計画をしております。 

そして、つくったものはどういうふうな所に出荷するんだというふうなものでござ

います。これにつきましては報告会の中でもある程度ご報告はさせていただいている

んですけども、まず議員ご指摘のとおり１番大きなところにつきますと、施設が建造

される横にありますペレット製造施設に約 5,900 立法で、そのほかにキノスのチップ

ボイラーのほうに約 613 立法、家畜用の敷料としまして 3,320 立法ほどを計画してお

ります。 

その中で、今、懸念されております家畜用の敷料に、要はこのチップが適している

のかというふうなところでございますが、昨年の実証実験の中で、チップにつきまし

ては農協が指定管理を受けておりますたい肥センターのほうに供給をしている実績が

ございます。その中の感触としましては、ちょっと硬いというふうなところであった

りとか、あまり家畜糞尿の吸いが悪いんじゃないかというふうなご指摘をいただいて

いるところでございます。 

しかしながら、今、現有の敷料として使っているバークがございますが、その粉砕

したものと、混合することによって利用は可能だというふうな形で農協のほうからは

聞いております。 

あと農協のほうでもバークの原料自体が今足りないというふうなところでいけば、

このバイオマスセンターから発生する家畜用のチップについては期待しているという

ふうなところの言葉もいただいているところでございます。 

続きまして、318ページのレストハウスの運営の状態でございますが、先日、実はレ

ストハウスを経営しているまちづくり会社等と管理をしている産業振興課のほうと実

は協議をしております。そういった中でいきますと、まちづくり会社の方としても今
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年度につきましては再開をしていくという計画をいただいております。中身につきま

しては、いろんなことを考えていただいておりますけれども、管理をしている産業振

興課といたしましては、１日も早い再開をというふうなことをお願いしている状況で

ございます。 

以上です。 

〇議長（鹿中順一君） ９番、山内 彬君。 

〇９番（山内 彬君） ありがとうございます。 

バイオマスセンターのことについて何点かまたお伺いしたいと思います。このチッ

プについての原料の関係でございますけども、報告会の中では林地残材だとか、各家

庭等から庭木何かを買い取るとか、いろんな報告を受けております。先ほどの量から

すると、かなりの原料を調達しなければ、この収支含めて当然関わることでございま

すので、町のほうとしては、原料はどういうふうに調達するのか、そのルートあたり

はきちっと確立されているのかどうか、そのあたりについてお伺いをしたいと思いま

す。 

それからもう１点、販路の関係ですけども、単価や何かは大体想定して収支計画を

練られているかと思いますが、町内向けで限定しているのか、広く町外にも販路を考

えているのか、これあたりについてお伺いをしたいと思います。 

レストハウスにつきましては、まちづくり会社のほうにこの施設についてお貸しし

ておりますので、向こうの意向を尊重しながら多分やっていかれると思いますけれど

も、国道縁に２年も３年も空いているとイメージ的にあまりよろしくないのではない

かなと思いますし、町民の方もいつですかということも聞かれるので、やはりまちづ

くり会社の経営も大変かと思いますけども、町のほうの支援できるものは支援しなが

ら、再開に向けてぜひお願いしたいと思います。 

〇議長（鹿中順一君） 産業振興課長。 

〇産業振興課長（迫田 久君） 306 ページのバイオマスセンターの関係でございます

が、まず木の原料のルートはどういうふうな形で原料を調達するんだというふうなご

質問でございます。基本は今、ペレット協同組合の分につきましては、今ペレット協

同組合が活用している木をそのままバイオマスセンターのほうで活用するというふう
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なところでありますので、計画上ではパルプ材だったりとか追い上げ材というふうな

ところを活用、原木換算で約 2,500 立法ほどを見込んでおります。あとは報告会の中

でも地域の皆さんとともに、このバイオマスセンターを活用していくというふうなも

くろみと、地域の方々によく知ってもらうというところで、ウッドロスマルシェとい

うふうな形で地域の住民の方々の参加型を計画しています。その中でいけば 160 立法

ほどは皆さんにご協力いただけるんじゃないかというふうな形で計算をしております。

あわせまして農業関係等々から発生してくるだろう、要は農地の支障木といわれるも

のを年間 1,000 立法ほどが出てくるというふうな形で計算をしております。この農地

の支障木につきましては、農家の方々から鹿柵に支障がある木であったりとか、近年

その要望があります河畔林だったりとかというふうなものを想定しております。これ

らの量につきましては、かなりの量があるというふうな形で試算をしておりますが、

じゃあそういったところでどういうふうに道筋を立てているんだというふうなご質問

だったと思いますけども、現状でいきますと、ウッドロスマルシェにつきましては、

今やっているような広報活動だったり勉強会を通じて広く町民の方々に理解をしてい

ただく、もう一つの支障木の部分につきましては、まず河畔林につきましては、河川

管理者、道であったり国であったりするんですけども、実は道の段階でいきますと、

実は相談をしております、現実の中で。そういった中でいって、道のほうとしても河

川に支障のあるものについては撤去が必要だというふうな認識をいただいております

ので、これにつきまして、あとは条件を整理しながら協定等々を結びながら、確実に

確保に努めたいと考えております。 

もう一つ、鹿柵等の畑周りの不要な木といいますか支障木の関係でございますが、

これは先日、町長のほうからもご提案いただきました、農家の若者団体からも実はど

うにかしてくれというふうな形でご提案をいただいているところでございます。加え

まして、近年の鳥獣被害の観点から、それらの被害防止策としてある一定程度、山と

畑を区切る境をつくりなさいというふうな形の指導も来ているというふうなところも

考えまして、そういったところでいけば農地を守るというふうな意味でも支障木を撤

去しないといけないというふうなところもございますので、そういったものも受け入

れていくという形で計画をしております。大体それが 1,000 立方というような形にな
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っております。 

販路につきましては、今のところでいけば、先ほど申し上げたとおりペレット向け

であったりとか暖房用向けのチップだったりとか、あとは畜産用のチップというふう

な形でございます。ペレットにつきましては、うちの中で工場もございますし、チッ

プにつきましても今チップボイラーをキノスに設置するというふうな計画もございま

す。もちろん家畜用というふうなところにつきましては、津別町には堆肥製造施設が

ございますので、そちらのほうで十分活用できるというふうに見込んでおりますので、

全て町内で循環をできるという形で見込んでおります。 

続きまして、レストハウスの関係でございますが、やはり議員おっしゃるとおり、

１日も早くというふうな形で産業振興課のほうとしても期待をしておりますし、その

会議の中でいけば、まちづくり会社のほうも早い段階で営業していきたいというふう

な形で協議は終えております。 

 以上です。 

〇議長（鹿中順一君） ９番、山内彬君。 

〇９番（山内 彬君） ありがとうございます。 

それで、このバイオマスセンターでチップがつくられて、この生産の用途先を見る

とペレット工場のほうに行くのが多いんですけども、年間的にどれぐらいの稼働を目

指しているのか、また、ここで当然働く方が出てくるかと思いますが、それあたりの

状況について今計画で考えているあたりについてお伺いしたいのと、このチップの保

管というのか、ある程度すぐ供給できないと思うんですけども、生産したものをどこ

に保管するのか、それあたり前回の報告会ではなかったんですけども、どうされるの

かお伺いをしたいと思います。 

レストハウスについてはわかりました。 

よろしくお願いいたします。 

〇議長（鹿中順一君） 産業振興課長。 

〇産業振興課長（迫田 久君） ありがとうございます。 

まず稼働の関係でございます。これにつきましては、これらの量を年間通して生産

していくというふうな形での考え方でいますけども、今、稼働してそこで働いている
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方というふうな観点でいきますと、先ほど言ったとおり、今までペレットを製造して

いただいているペレット協同組合さんの稼働率でいきますと、実はフル稼働といいま

すが１年間の稼動にはなっていないというふうな状況なのは事実でございます。今回、

これらのバイオマスセンターを稼働することによって、先ほど答弁させていただいた

とおり、これらの運営を目指しているのは、今のペレット協同組合を母体とした再生

可能エネルギーマネジメントセンターでございますので、そういった観点でいきます

と、今まで１人工でなかったものが、このバイオマスセンターをつくることによって

１人工の人間が必要だというふうな形でありますので、今バイオマスに関連して働い

ていただいている方々につきましては、フルの仕事の量になるというふうに実は踏ん

でおります。ですから、ここで新しい雇用が生まれるのかというふうな観点につきま

しては、ちょっと表現は悪いかもしれませんけども 0.5 人が１人になるという形なの

で、新しい雇用の創出というふうな形には、実はあまり期待してございませんが、継

続的な仕事場になるというふうなところにつきましてはいけるんじゃないかなという

ふうに思っております。 

次、保管でございますが、今回バイオマスセンターの中に保管庫もある程度整備を

進めます。加えまして、原木の段階で水分を抜いて、それをチップにして供給をして

いくというふうな形でありますので、チップ材の保管の量というふうな形につきまし

ては、あまり在庫がないのかなというふうに思っております。 

しかしながら、入ってくる量だったりとか、何でしょう、急にたくさんの原木が入

ってきたときに処理しないといけないというふうな状況も出てくることも想定いたし

まして、本年度、要はチップの段階でどれだけ乾燥できるのかなというふうなところ

も試験をしていきたいというふうに考えておりますので、保管の方法につきましては

今年度さらに磨きをかけていきたいと考えておりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

以上です。 

〇議長（鹿中順一君） ほかに。 

５番、山田英孝君。 

〇５番（山田英孝君） ３点についてお伺いしたいと思います。 
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はじめに、232 ページ、母子保健推進事業の事業費 645 万円についてでありますが、

国のほうで新たに母子保健対策強化事業という形で令和３年度の補正予算でこの事業

が盛り込まれていて、津別の中でも歳入のほうに衛生費、国庫補助金で 64万 2,000 円

が措置をされています。それで、ここの母子保健推進事業の中で、この事業に該当す

るものは具体的にどこの事業費になるのか、その内容について教えていただきたいと

思います。 

続きまして、270ページになります。鳥獣被害防止総合対策事業の補助金で、有害鳥

獣駆除事業 405 万円についてです。昨年度から狩猟免許の取得に関する補助１人５万

円という補助制度ができておりますが、この予算の中には具体的に今年の予算の中で

は何人分というか、どの内容になっているのか。あわせて昨年のこの狩猟免許の補助

を利用された方の人数と、この方が猟友会のほうにも入っているのかどうかという点

についてお伺いしたいと思います。 

次に、304 ページ、森林環境譲与税活用事業の補助金で、林業従事者就業支援事業

260 万円の予算措置になっています。令和３年度は 535万円だったんですけど約半分ぐ

らい減額となっていますが、その理由についてお伺いをいたします。 

以上についてよろしくお願いします。 

〇議長（鹿中順一君） 保健福祉課長。 

〇保健福祉課長（森井研児君） ご質問をいただきました 232 ページ、母子保健推進

事業、これに関わる補助金の充当先というようなご質問だったかと思いますけども、

具体的にはページ数で言いますと 234 ページになりますけれども、備品購入費、母子

保健事業用ということで、３歳児検診視力検査機器と専用プリンターというふうにし

ておりますけども 128万 3,000 円、これの２分の１の補助という形になります。 

今般、日本の眼科学会、小児眼科学会、こういったところから子どもさん、３歳児

の検診で、今までは視力の検査しかできなかった、いろいろな模式図といいますかイ

ラストを見てとか、視力を測ることしかできなかったということなんですけれども、

見逃されていた屈折検査というものがあるらしいんですけども、その屈折検査によっ

て、その単純な視力だけじゃない弱視というような、その他の病弱といいますか視力

異常といいますか、そういったものは発見しやすくなるということで、各地方自治体
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にも請願書のようなものが届いております。それと符合するような形で国も補助金と

いう形で支援をしていただいたという形になろうかと思います。 

ということで、検査機器購入費用の２分の１ということで当たるということになり

ますので、よろしくお願いいたします。 

〇産業振興課長補佐（中橋正典君） 270 ページの狩猟免許の関係でございます。免許

取得、令和３年度の実績といたしましては１名取得されました。今後の見込みとして

は、感触ですけども３名ほどが今後とるだろうということで聞いております。 

以上になります。 

〇議長（鹿中順一君） 産業振興課長。 

〇産業振興課長（迫田 久君） それでは私のほうから 304 ページの林業従事者支援

事業の関係で回答したいと思います。 

まず、何で下がったのかというふうなところでございますが、昨年の実績の数字は

ちょっと今手元になくて誠に申し訳ないんですけども、実績にあわせてというふうな

ところです。 

本年度のところにつきますと、就業支援金として令和２年の４月までで採用者が実

は６名あったんですけども、令和３年の４月までで２名というふうな形でちょっと減

っておりますので、今回は当初は８名を見ております。そういった形で人数がだんだ

ん減ってきているということで、当初の予算につきましては減額して組んでいるとい

うふうなところでございます。 

以上です。 

〇議長（鹿中順一君） ５番、山田英孝君。 

〇５番（山田英孝君） 232 ページの母子保健対策強化事業については了承しました。

子どもの出生数がコロナ禍の影響もあって減少しているということで聞いております

ので、本当に少ない生まれたお子さんを大事に、町のほうも安心して育てられるよう

な、そんな環境を引き続いてお願いしたいなと思います。 

それで、この関係とちょっと関わるかなと思うんですけど、今年の町政方針の中で

児童福祉法改正により設置に努めるとされた子ども家庭総合支援拠点の整備という整

備を進めてというようなそんな表現で町政方針の中でうたわれているんですけど、こ
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の拠点というのは、同じ保健福祉課の中に置かれるようになるのか、それをすみませ

ん追加でお聞きしたいと思います。 

あと有害鳥獣の関係でお答えいただきました。ちょっと答えがなかったんですけど、

１名の利用があったということで、この方は猟友会にも加入をされたというふうに解

釈していいかなと思うんですけど、有害鳥獣の駆除の部分については、この猟友会の

協力なくしてはできない部分だというふうに思いますので、引き続いて、この猟友会

と連携を保ちながら、会員を育てていくというか、そんなような支援についても引き

続き対応をお願いしたいというふうに思っています。 

それと森林環境譲与税の関係なんですが、予算措置の部分は了解いたしました。そ

れで、津別町は昭和 57年に全国に先駆けて愛林の町宣言を行っている町です。 

それで昨年の予算審議の中で、同じこの項目の中で小林議員が質問した時に、小林

議員の話がちょっと記憶に残っているんですけど、森林を守っていくというのは、未

来を守っていくことなんだとか、あるいは林業というのはかっこよくて崇高な仕事な

んだと、そんなような言葉を使っていました。私も今一度この愛林の町宣言をしてい

る津別町の町民として、やっぱり何か意識が昭和 57年と相当な年数がたってはいるん

ですけど、やっぱり町民として、こういった意識といった部分が少しずつ何か薄れて

いるのかなというのも感じているところです。それで、もっと林業に触れる体験だと

か、例えば植林だとか間伐体験をしていく、そういう森林環境の体験ツアーなど、そ

ういった部分もこの森林環境譲与税活用事業を使って、いわゆるソフト事業の部分に

ついても、今後の中で検討ができないかなというのも感じているところです。 

農業の部分については、ちょっと郊外に出るとすぐ大型の農業機械でそういう作業

をしている風景は見ることはできるんですけど、林業の中で、例えばそういう伐採と

か、あるいは枝払いなんかも林業ロボットがすごい形で伐採していくんですけど、そ

ういった作業を町民の方も生で見た方というのは、なかなかいないのかなと思います

し、道端を走っていてそういう作業が見えるということもまたないと思うので、そう

いった、今一度、何かそういう林業の仕事というか、そういった部分も触れ合ってい

くというか、体験をしていくというようなことも、将来そういう林業の作業をする方

をつくっていく人材育成といった部分でも必要なのかなというふうなことも考えてお



 ― ２１ ― 

りますので、その辺の関係で、もし考えがありましたらお聞かせ願いたいと思います。 

以上です。 

〇議長（鹿中順一君） 保健福祉課長。 

〇保健福祉課長（森井研児君） ご質問というか、ご意見のとおり少子化が進んでい

るという状況にありまして、この予算の中でも予算面だけでも、例えば委託料の中の

産後ケア事業というものがありますけども、この産後ケア事業は今まではショートス

テイというか、あと家庭訪問というような形しか組めませんでしたけれども、北見地

区の医療機関が受託できるということになりまして、こぞってこの近隣の市町村これ

から新年度取り組むような形になりますけれども、ロングステイであるとかショート

の宿泊というのでしょうか、こういったことで産後の妊婦さん、もしくは、そのご家

庭をケアするような、そういった予算も今回組ませていただいているということで、

日々進んでいく子育て環境に少しでも拡大できるような形で進めていければというふ

うに考えているところです。 

それと、ご指摘のありました子ども家庭総合支援拠点の絡みですけども、予算面の

絡みで言うと、母子保健というよりも児童福祉法のですので、どちらかというと要保

護児童というのでしょうか、子育てに絡む部分もありますし、その家庭の貧困という

部分もあると思うんですけども、児童虐待が残念ながら増えてきているようなそうい

う世の中をかんがみまして、子どもを総合的に見守り育てていこうというような拠点

を令和４年までに整備しましょうという努力義務が児童福祉法で課せられております。

そこには専門職も配置しながら見守りするということになっておりますので、どのよ

うな形でどこにということは、これから進めていくことになりますけども、総合的に

子どもさんの育成を支援していくような体制を保健福祉課の全体で支援していくよう

な形になるんじゃないかということで今考えております。 

〇議長（鹿中順一君） 産業振興課長補佐。 

〇産業振興課長補佐（中橋正典君） 270 ページの鳥獣被害防止総合対策事業の関係で

ございます。ちょっと先ほどの回答、ちょっとあいまいでしたので訂正させていただ

きたいと思います。この 270ページの鳥獣被害防止の関係では、主にシカそしてハト、

カラスの駆除に係る分というふうに積算しております。 
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先ほど質問がありました猟友会の関係につきましては、290ページ、ちょうど中間ほ

どにあります補助金の猟友会というのがあるんですけども、その中で免許の取得だと

か猟友会の運営の部分に係る補助金ということでここにつけております。 

議員おっしゃるように、猟友会の力なくしては、この被害を拡大させないというこ

とは不可欠であります。やはり猟友会も高齢化が進んでいるのは実情であります。今

年免許を取った人についても 50代ということで、これからまだまだやっていただける

のかなと。多分その 50代の方についても、先輩からお前もやらないかというような誘

いの中でおそらく取得に至ったんじゃないかなと。令和４年の見込みについても、そ

ういう先輩たちがいて、先輩に誘われてというような形で猟友会はつながっているの

かなというふうにも私たちは見ておりますので、期待したいと思います。 

〇議長（鹿中順一君） 産業振興課長。 

〇産業振興課長（迫田 久君） それでは私のほうから森林の関係でございますが、

森林環境譲与税の使い道といたしましては、これまでも議員の皆さん方とご協議をさ

せていただいたり報告をさせていただいているところで、もちろん山田議員がおっし

ゃるようなとこの森林の今後の活用の仕方だったりとか普及というふうなところに、

森林環境税を財源として行うというふうなところは可能でございます。本町といたし

ましても、この活用につきましては、例えば木育の資金だったりとか、今回の予算で

も組ませていただいております林業労働安全衛生推進費というような形で、労働安全

衛生備品にも補助をしたりとかというような形で、うちの職員も着ておりますが派手

な作業服といいますか、チェーンソーが当たっても切れないような服もありまして、

そういったものでかっこいい林業者といいますか、そういうふうな形の姿にどんどん

変わっていっていただいていると思いますし、加えまして林業の中にもＩＴというふ

うのが進んでおりまして、町内の業者でございますけれどもドローンによって苗木を

運んでいるというふうなところもございますので、そういったところの最先端の動き

もあります。 

加えまして林業大学校も先日ニュースになっておりますけれども、第１期生が卒業

していますし、それらについても本町といたしましてもフィールドの提供であったり

とか、そういうふうなところもしておりますので、担い手の継続というふうなところ
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も実際行っている状況でございます。 

そういった中で本町は愛林の町宣言をしている町だというふうなところで、その意

識がだんだん町民に薄れてきているんじゃないかというふうなご指摘でございます。

最近はコロナ禍で町民植樹祭のイベントもちょっとできていないというふうなところ

でございますが、それらを活用しながら愛林の町の意義をもう一度町民の方に理解を

していただくというふうなところも今後進めたいと思っておりますし、加えまして議

員から提案がありました山の姿を見せていくというふうなところにつきましては、道

東テレビさんのご協力をいただきまして、今、津別町がつくっておりますデジタルの

広報の中でも林業特集を組んでいただいたりとかしておりますし、そういったところ

でいけば、直にはないんですけども町民の方々に少しは理解していただけるのかなと

思いますし、この庁舎もたくさんの木を活用して、そういったところで愛林の町なら

ではの取り組みだというふうに思っております。 

今後の取り組みといたしましては、北海道のほうといたしましても、北海道グリー

ンワーケーションというふうな形で、全道で何とか森林の活用というふうな形、もう

どんどん探っている状況でございますので、そういった形を関係機関と協議、協力を

しながら、何とか森林の新たな活用方法というふうなところにつきましても協議を進

めていきたいと考えておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

以上です。 

〇議長（鹿中順一君） 暫時休憩します。 

 

             休憩 午前 11時 00分 

             再開 午前 11時 10分 

 

〇議長（鹿中順一君） 休憩を閉じ再開します。 

ほかにありませんか。 

２番、渡邊直樹君。 

〇２番（渡邊直樹君） それでは何点かご質問させていただきます。 

まず 230 ページです。健康増進事業、10 需用費、健康づくり事業用６万 3,000 円の
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中身と、あわせて次の 232 ページ、委託料、健康づくり事業 27万 1,000 円の中身につ

いてお聞きしたいと思います。 

同じく、それにあわせて 232 ページの健康増進事業ということで、この庁舎ができ

まして健診ホールができたわけですが、今後これから特定健診などあると思いますが、

健診事業の業務で、今後、健診ホールの利用というものについてどのように考えてい

るかお聞きしたいと思います。 

続きまして 234 ページ、母子保健推進事業、19扶助費、特定不妊治療費助成事業 30

万円ほど、この内容と実績についてお聞きしたいと思います。 

次に、236ページ、予防接種経費、委託料 948 万 4,000 円の内容についてお聞きした

いと思います。 

続きまして 304 ページ、今、先ほど山田議員のほうからも質問があった項目ですが、

森林環境譲与税の関係でございます。林業従事者支援事業について 530 万円ほどから

減額されたということは、今、課長のほうから説明もあって、当初８名の見込みでと

いうような説明もあったかと思うんですが、ちょっとその答弁の中で私が聞き逃して

いたなら、もう一度になってしまいますが、今年度のこの減額の部分については何名

採用の予定の予算なのかお聞きしたいと思います。 

また、あわせて、当然、実績を見ながら予算というのは組んでいくんだと思うんで

すけども、例えばこのままでいくと見込みがなければどんどん減っていくとか、そう

いうこともあり得るのかなと思うんですが、大きく組み過ぎて減額補正するというの

も変な話なんですが、やはりこういうもの、目標値を目指すために、ある程度こうい

うことをやる意義というものによっての見込みというものも必要なのではないかなと、

先ほど高橋議員からもペレットストーブの関係もあったと思うんですが、実績の部分

で変えていく部分と、やはりそれを目指すという部分の予算というあり方についてお

聞きしたいと思います。 

同じ項目の中で林業労働安全衛生推進事業、今、説明の中で先ほどの答弁の中で安

全備品などについての説明があったと思うんですが、ちょっと増額していますので、

その部分、細かい説明はいらないんですけども、ちょっと大まかなところで要因につ

いてお聞きしたいと思います。 
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また、愛林の町私有林整備事業については 1,000 万円ほど昨年あったかと思うんで

すが、今回、ちょっと半分以下ということなんで、その部分についても要因について

お聞きしたいと思います。 

最後に 322ページ、峠展望施設管理経費、修繕料 86万 9,000 円の内容についてお聞

きしたいと思います。 

以上、よろしくお願いいたします。 

〇議長（鹿中順一君） 保健福祉課長。 

〇保健福祉課長（森井研児君） 質問された内容、230ページの６万 3,000 円の健康づ

くり事業から順にお答えしたいと思います。この事業費の中身につきましては、健康

教育用パンフレット購入、あと肝炎ウイルス勧奨用パンフレット購入、歯周病予防健

診個別勧奨用パンフレット購入、健康教育用の教材、がん検診用事務用品、これらの

ものを購入する経費になっております。 

続いて 232 ページです。委託料の健康づくり事業の部分になります。こちらにつき

ましては大まかに二つの事業になりますけども、40 代からの健康づくり教室、これは

６回シリーズのものの健康教室になります。それと 60代からの健康づくり事業、こち

ら５回シリーズを予定しています。これらの教室実施のための健康運動指導士、あと

運動スタッフ、これらの方に対する委託料ということになっております。 

それと 234 ページの健診ホールの今後の使用見込みということだと思うんですけれ

ども、今年度さまざまな健診を行ってきましたけれども、今年度は特にコロナの影響

もありまして、密を避けるという意味で中央公民館でやったり、町民会館を使用した

というところで、私も最終的には健診ホールで全ての健診ができるもんだというふう

に期待していたところでありますけれども、具体的に蓋を開けてみると、いわゆる乳

幼児健診のような小規模であったり人数の少ない検診は十分に健診ホールのほうがい

いというところがあったんですけれども、それ以外の大規模ながん検診であったり、

特定健診であると、スペースも必要ですし、なかなかあの健診ホールでは手狭じゃな

いかというふうに見ております。ですから、せっかくしつらえた部分はあるんですけ

ども、今後はやる内容と時期と、あと大体見込みの人数、こういったものを見ながら、

適宜場所を選定しながら進めざるを得ないのかなと、現時点では思っているところで
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す。 

それと 234 ページの母子保健推進事業の中の特定不妊治療費助成事業、こちらの中

身になりますけれども、こちらも少子化対策の一環で特定不妊治療を今年度は道が補

助金を出していますけれども、それに上乗せする形で町も支援するという形になって

おります。令和３年度の実績はないというような状況になっております。 

236 ページの予防接種事業の中身かなと思いますけども、こちらにつきましては、い

わゆる法定の予防接種という形になりまして、子どもさんの４種混合ワクチンであっ

たり、今話題になっていますけれども子宮頸がんのワクチンであったり、あと大人向

けの風疹のワクチン接種であったり、日本脳炎用のワクチン接種であったりというよ

うなものも入っております。 

それと、あと高齢者向けのインフルエンザ接種の助成の部分というようなことで、

町が行う法定のもの、あと任意のもの含めて、もちろんコロナは別枠なんですけれど

も、コロナを除いて法定のもの、あと任意のものがこの中に 948 万 4,000 円の中に入

っているということでありますので、よろしくお願いいたします。 

〇議長（鹿中順一君） 産業振興課長。 

〇産業振興課長（迫田 久君） 私のほうから 304 ページの森林環境譲与税活用事業

の関係でご説明したいと思います。 

今、ご質問にあった補助金の中身でございますが、先ほど山田議員へのお答えもさ

せていただいたとおり、まず就業支援の関係でございますが、実績が令和２年が６名、

令和３年が２名というふうな中で、本年度は８名の者を見込んでおるというふうなと

ころからの数字になっております。そのうち、全くの新規を２名というふうな形での

内訳になっているんですけども、そういった形で下がっていきながらも、ある程度の

従業者数は確保したいという思いでございます。 

続きまして労働安全の関係ですけども、これにつきましては、要は作業服とか備品

とかというふうなものに全体で 67名分のものを考えております。加えまして林業機械

というふうなものが５件ほどあるんじゃないかというふうに見込んでいます。 

あと愛林の町の関係ですけども、実は、その下がった要因といたしましては、保育

間伐等々のほうに補助金を出していくものでございますけれども、初回間伐と本当の
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保育間伐、初回間伐、間伐というのがあるんですけども、その初回間伐と間伐という

ふうなものの見込みがないというふうなところでございます。そういったものでいっ

て、保育間伐のみの対応というふうな形で 670 万円ほど昨年度より計画で減をしてお

ります。 

そういった中で、林業従事者、先ほど山田議員からもあったとおり、じゃあこのま

まじり貧になって下がっていったときに、この森林環境譲与税は使わないのかという

形のご質問だったと思うんですけど、やはり、うちの町は第一次産業の町であります

し、林業というふうなものについては、なくてはならない産業だと思っております。

それらの従事者確保につきましては、やはり支援をしていかなければいけないという

ふうに思っておりますので、そういう支援につきましては大切な財源だというふうに

思っておりますので、例えば前の年がゼロであったとしても、やはりその従事者を増

やしていくという観点からいけば、こういった形で毎年予算を計上させていただきた

いというふうに考えております。 

加えまして、先ほどもちょっと述べさせていただいたとおり、林業のＩＴ化等々も

進めなければいけないというふうな観点もありますので、機械がどんどんどんどん新

しくなっていきますので、そういったところにも、やはりきちっと支援をしていきな

がら持続できる林業界といいますか、そういうのも十分期待しておりますし、そうい

ったところにもきっちりと支援はしていきたいというふうに考えておりますので、ご

理解をお願いいたします。 

以上です。 

〇議長（鹿中順一君） 産業振興課長補佐。 

〇産業振興課長補佐（中橋正典君） 私のほうからは 322 ページ、峠展望施設管理経

費の修繕の内容でございます。施設を管理するにあたっての一般修繕費ということで

11万円、あとライブカメラの調子が悪いもので更新したいということで25万3,000円、

あと電気設備の更新ということで、発電機による電気を施設の中で受けているんです

けども、その受けている安定器がどうも調子が悪いということで、その更新に係る分

ということで 50万 6,000 円という内容になっております。 

〇議長（鹿中順一君） ２番、渡邊直樹君。 
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〇２番（渡邊直樹君） １点についてだけ再質問させていただきます。健診ホールの

関係です。今、コロナ感染症が収まらない中で、やっぱり人流ですとかいろんなこと

があって、そういう広さだとか換気だとかというものが重要になってくる中で、今、

課長がおっしゃったように、ちょっと私が要約して言ってしまうと手狭というような

言い方がちょっと耳に残るんですよね。例えば特定健診なんかでいえば、今まで町民

会館でやっていますし、そういう流れもできているので、我々利用する側から見れば

広いしスムーズなんですけど、思い起こせば、この新庁舎建設の時に、こういう町の

健診作業がこの健診ホールでできますというところからいろいろ始まったのかなと私

は記憶しているので、今、課長の説明にあったように、こういう世の中というものの

観点から、今、乳幼児っていう、ある程度。小規模な形の利用は適切というような発

言があったかと思うんですが、こういう時代のご時世が収まったときには、いわゆる

町の中の大きな健診もこの健診ホールでやれるということなのか、それとも役場を建

ててみて、利用してみて、その結果この健診ホールというものは、そういう大規模な

健診には適さないということなのか、ちょっと答えにくいかもしれませんけどお聞き

したいと思います。 

〇議長（鹿中順一君） 保健福祉課長。 

〇保健福祉課長（森井研児君） 庁舎建設の経緯については、ちょっとコメントする

立場にないのでなかなか言いづらいところですけれども、１年間やってみまして、確

かどこかの議会の補正予算の場だったか何かで渡邊議員に、もしくは立ち話かもしれ

ませんけども、秋の健診は健診ホールでできるのかという質問をされた記憶が自分も

あります。あの時、自分も健診の実態をよく知らないこともありましたし、次の健診

は健診ホールでできるというふうに期待していますみたいな自分も答えをしたような

記憶をもっています。 

ただ、実際にやっていく中で、現場の保健師を含めた中で、これは本当に言いづら

いところですけれども、スペースであったり機材の配置場所であったり、あと人の流

れであったり、もろもろを考えると、なかなか健診ホールで全ての大規模健診までや

るのは厳しいんじゃないかと考えていますという回答がありました。ですから全く使

わないということではないですけれども、先ほどお答えしたとおり乳幼児健診をはじ
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め、個別の切り分けた健診などは十分できると思うんですけども、その用途と中身と、

あと見込みの人数ということで、場所については使い分けながら、あと、ただ利用者

の方がこの健診はここだよねという定着したものも十分あるかと思いますので、そう

いったものにも配慮しながら、実態にあった進め方をさせていただくしかないのかな

というふうに考えていますので、よろしくお願いいたします。 

〇議長（鹿中順一君） ほかに。 

第４款衛生費から第５款労働費、第６款農林業費、第７款商工費までの質疑を中断

いたします。 

次に、第８款土木費から第９款消防費、第 10 款教育費、第 11 款災害復旧費、第 12

款交際費、第 13款予備費まで、ページ数は 331 ページから 494 ページまでの質疑を許

します。 

３番、小林教行君。 

〇３番（小林教行君） それでは５点について伺いたいと思います。 

最初に 368ページ、12節委託料、ＧＩＧＡスクールサポーター業務 28万 8,000 円の

事業内容について伺いたいと思います。 

次に、420ページ、図書室経費の中の真ん中辺、読書感想文６万 8,000 円の事業内容

及び昨年度の実績について伺いたいと思います。 

444 ページ、社会体育事業経費、12 委託料、ジュニアスポーツ講習業務 120 万円の

事業内容について伺いたいと思います。 

次に、464ページ、下のほうのスケートリンク設備管理経費、スケートリンクの使用

実績について、わかれば過去３年間、令和元年、令和２年、令和３年分の利用実績を

伺いたいと思います。 

次に、474 ページ、トレーニングセンター管理経費の 17 備品購入費、折り畳み固定

式バスケットゴール一式他となっておりますけれども、これはトレーニングセンター

内のバスケットゴール、４台全ての更新の値段なのか、また、これは処理費も込みで

の値段なのか伺いたいと思います。 

以上、５点についてお願いいたします。 

〇議長（鹿中順一君） 生涯学習課長。 
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〇生涯学習課長（千葉 誠君） それでは、368 ページ、ＧＩＧＡスクールサポーター

業務についてお答えをさせていただきます。 

ＧＩＧＡスクールサポーター業務につきましては、小中学校における今後のＩＣＴ

活用についての指導助言、それから学校現場を訪問しリモート対応とか実態の環境を

確認して設定作業等、それから児童生徒の家庭学習に関する環境整備ということで、

学校との相談という形になります。それから教職員からの通常の相談業務ということ

で、なかなか内容的には定まってというか、このことというよりも、逆に学校の困り

ごとを受けて随時対応していくというようなイメージでとらえていただければと思い

ます。 

以上です。 

〇議長（鹿中順一君） 生涯学習課長補佐。 

〇生涯学習課長補佐（石川波江さん） 私のほうから 420 ページの図書室経費の読書

感想文コンクールの実績ですけども、すみません、細かい受賞者が何名ですとか、応

募者数というものはちょっと手元にありませんので、後ほど説明したいと思います。 

あと444ページのジュニアスポーツの委託料120万円の内訳ですけれども、一つは、

もともとスキーのオリンピアン川端絵美さんの長年実施していますスキー教室と、新

たに 100 万円のほうは、趣旨としては世界の第一線で活躍したアスリートによるスポ

ーツ教室を体験教室を通してスポーツの楽しさとか魅力を伝え、興味、関心、積極的

にスポーツに親しむ意欲を高め、体力向上を図るもの。また、スポーツを通して心身

に健やかな成長を育むことの大切さを保護者のほうにも理解してもらう、親子のコミ

ュニケーションから、生活指導、子育ての課題について学び、子どもがスポーツに親

しむ機会の促進を図ることを目的としています。 

これは町の総合計画の中の教育・子育ての中の施策にもありますし、社会教育の中

期計画のほうでも盛り込んでいる内容を実行するものです。内容といたしましては、

運動会前にかけっこ教室、トランポリン教室、サッカー教室、カーリング体験、パラ

スポーツというような内容を予定しています。対象は種目によっては年長から小学生、

また保護者というような内容になっておりまして、これは一括して北海道のオールオ

リンピアンズというところに委託する内容になっています。 
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あと 464 ページのスケートリンクの過去の実績ですけども、令和元年度はすみませ

ん、令和２年度は開設日数 19日に対して 59人、令和３年度は 28日開設して 467 人と

いうことで大幅に増えております。 

最後のトレーニングセンター、474 ページのトレーニングセンターのバスケットゴー

ルですけども、これ４台ともトレーニングセンター開設当時、昭和 58年に設置したも

のなので、もう老朽化が激しく、落下する恐れがあるものですから、安心、安全を確

保するために４台とも更新するような内容になっています。 

あと読書感想文の関係は内容のほうでしたか。 

             （何事か言う声あり） 

〇生涯学習課長補佐（石川波江さん） 実績の細かなものがないんですけど、内容は

各学校を通すんですけども、町が主体となって本を読んでいただいたポップ、あと１、

２年生は絵、あとは中学生まで読書感想文ということの応募を自主的なものになって

いますので、ちょっと件数は減っておりますけども、そういうものをしっかり審査を

しまして、12月に毎年やっています図書まつりのほうで表彰式を行っています。 

細かい内容は後ほど用意します。 

〇議長（鹿中順一君） ３番、小林教行君。 

〇３番（小林教行君） まず 368 ページ、ＧＩＧＡスクールサポーター業務について

です。やはりＩＣＴの活用は非常に重要で、学びの幅を広げるためには必要なことで

ありますけれども、何せ苦手な方には非常に難しいところでございます。私もこの１

年でいろいろ勉強をしまして、いろんな所に足を運んだんですけども、１回行って、

次はちょっと仕事で行けなくて、その次になってみると全然わからない、時間が空く

とすぐにまた忘れてしまって、もうみんなは先に進んでいるというような状態で、非

常にこういったところのＩＣＴの活用というのは苦手であります。先生方の中にもき

っと苦手な方もいると思います。ですけども子どもたちって早いんですよね、すごく

子どもたち、今ｉＰａｄの持ち帰り等々もしておりますけれども、あっという間に覚

えて、私が使うよりも使いこなせるんじゃないかなというふうになってきているとこ

ろでございます。やはり先生方には、子どもたちに聞かれたことにすぐ対応できるよ

うに、また、さらに学びの興味を持っていただくような取り組みに対してもさらに研
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さんしていただければと思い、この相談窓口というところをやっていっていただけれ

ばと思います。 

420 ページの図書室経費、読書感想文についてなんですけれども、やはり応募総数は

今出ていないんですけれども、やはりさらに増やす取り組みというのをしていただき

たいというのが実情でございます。 

今年のおそらく３年生は学校での取り組み、授業での取り組みをされたから多かっ

たと思います。私も読みましたけども、中学生の感想文を読みましたけれども、やは

り同じ方が書いているというのが、ものすごく感想文自体上手になってきているとい

うのは素晴らしいことであるんですけれども、やはり読む日を推奨し図書を読んでい

ただいて、さらにステップアップというところで読書感想文を書いて、それをくせづ

けるというか、ぜひ自分がいいと思ったものを人に伝えるという力は非常に重要にな

ってくるかと思います。ですので学校とも連携しながら、この感想文に出してくる人

たちを増やしていただける取り組みを続けていただきたいと思います。 

444 ページ、ジュニアスポーツ講習業務につきまして、今年度は川端絵美さんはコロ

ナの関係で来れなかったのですけれども、スケート教室で藤村祥子さんが来られたの

に私も参加させていただきました。非常にやはり元オリンピアンの方ということで、

おそらく軽く滑っているんでしょうけども、子どもたちからは歓声が上がる、やはり

一流のアスリートのパフォーマンスを見るというのは子どもたちに素晴らしい刺激に

なるのだなと。また３年生の感想文の中に藤村祥子さんも出てきまして、すごくスケ

ートを滑るのがかっこよくて、あんなふうに滑りたいといったような内容のを見まし

て、その子は今年初めてスケートを履いたんですけどもみるみる上達していった、こ

れも一つ素晴らしい効果があったのかなと思います。 

この事業、子どもの小さなところから大人の方が見てもやはり一流のアスリートの

パフォーマンスというのは素晴らしい刺激になると思いますので、更にたくさん参加

をされるように促していただければと思います。 

464 ページ、スケートリンク、これも去年は非常に日数も少なかったというところで、

またスケート少年団もなかったということで少なかったんですけども、今年は非常に

天候にも恵まれていると言いますか、少し出来上がるまでには少し時間がかかったん



 ― ３３ ― 

ですけれども、その後、２月の末のほうまで使えたということで、増えたということ

は喜ばしいことだと思います。スケートといいますのは、最初にスケート靴を履いて

滑れる子というのはほとんどいないわけで、ツルツル滑りながら立つのもやっととい

うところから、不思議なことに２回目、３回目になるとどんどんあっという間に上達

していくところでございます。これは子どもたちへ成長の成功体験に素晴らしい効果

があると思います。今年もスケート教室を何回もしていただいて、子どもたちの挑戦

するきっかけになったと思いますけれども、やはり私も何回かスケートを子どもたち

を集めてやったんですけれども、やはりアイスホッケー等をやりますとすぐ上達しま

すし、タイムを計るとか、リレーで競わせるとものすごい盛り上がりを見せながら、

あの寒い中で汗だくになりながら外での運動ができるというのは、これもぜひ本来で

あれば、もう学校の教育に取り入れていただきたいところですけれども、さまざまな

事情があり難しいというのは承知しております。ですけれども少しでも多くの方にス

ケートに挑戦していただけるように取り組んでいただければと思います。 

474 ページのバスケットゴールについてですけれども、これを取り替えて、ちょっと

想像があまりつかないんですけれども、今、昭和 58年のトレーニングセンターですの

で、いずれ更新の時期が来るかと思います。その時にバスケットゴール、今取り換え

たやつを、次のやつに取り換えるということも可能なのかどうか伺いたいと思います。 

以上、お願いいたします。 

〇議長（鹿中順一君） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（千葉 誠君） 368 ページのＧＩＧＡスクールサポーターの件ですけ

れども、議員おっしゃったとおり、先生方についてもやはり得意、不得意ということ

があって、ただスタートしてからそういう状況ですけれども、先生方のほうにも少し

ずつ取り組んでいただいたり、もともと得意といいますか、進めていけるという先生

もおりますので、その辺のところは、再度また学校のほうで研修部を中心に進めてい

っていただきたいと考えております。 

以上です。 

〇議長（鹿中順一君） 生涯学習課長補佐。 

〇生涯学習課長補佐（石川波江さん） 420 ページの図書室の取り組みの読書感想文の
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関係ですけども、人を増やす取り組み、もちろん司書のほうでもいろいろ考えてはい

ます。ただ、目的というのは本を読んでもらうことが目的と考えると、やはり感想文

を書いたりするのが苦手な子が本を嫌いになってしまうというような、いろいろな部

分も実はありまして、ただ、学校巡回をするようになってから、うちの町の図書室の

司書が子どもたちと直接お話する機会もありますから、感想文が苦手だったら絵をか

いてみようかとか、読んだ本のことを絵にしてみようかとか、あと高学年だと素晴ら

しいポップ、議員も見たと思うんですけども、いろいろな取り組みがありますけども、

目的は本を読んでもらいたいという取り組みなので、これはどういう形が読書感想文

の応募者を増やすということも大事ですけども、本を読んでもらうような取り組みと

いうことでいけば、いろいろちょっと考えているときでありますので、また、もし何

かいろいろなご提案がありましたら、保護者の立場、また学校ともいろいろ図書担当

の先生とお話ししているところでありますので、今後どんな取り組みができるのか司

書のほうで考えていきたいと思っています。 

また 444 ページのジュニアスポーツの関係です。いろいろ参加していただいて実感

していただいた部分で、とてもありがたい部分でもあるんですけども、確かにスケー

ト、とにかくアスリートの方が来て、いろいろなやっぱり刺激を受けるんだなという

ことで、何年も担当していて見ています。今年度は町の総合計画でありますように、

子どもだけではなくて親が学習する機会ということで、この中でスポーツに取り組ん

だりする親の関わり方ですとか、あとは食事のことですとか生活面、そういうことも

含めた形の学習会にも取り組もうという中身でありますので、また成功体験とありま

すけれども、逆にチャレンジをして失敗することが自分にとって自分でいろんなこと

が見つけられる機会なのかなという、いろいろなアスリートの方と接したり、本を読

んでいると、必ず成功ばかりじゃなくて、失敗だとかつらい体験から学ぶことがたく

さんあるんだよということをお聞きしますし、一般質問の中でありました、子どもが

勉強するにはどうしたらいいかという部分は、最近のアスリートは、やはりスケート

でもバスケットでもサッカーでも何でも、とにかく勉強しないと何もスポーツは上手

にならないというのが開口一番に話されます。それがやはり子どもにとって、保護者

から教室を受けてからすごく勉強をするようになったという話も聞きますし、そうい
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うようなスポーツを通して勉強だったりスポーツ以外のことに取り組んでもらうよう

なきっかけとなればいいかなという思いで企画をしています。 

あと 464 ページ、スケートリンクです。先ほど元年度は後で調べてということでし

たけど、雪不足でスケートリンクはオープンしていませんでしたので実績はないです

し、リンクは新しい委託先になって２年目です。２年目になると、やはりかなりスム

ーズだなというふうに思っていますし、雪が足りなくていろんな工夫をされているの

も、朝とか休みの日も私も見に行くと、細かい霧吹きを掛けたりとか、すごい地道な

作業だなということを実際に見たりもしています。そんな矢先、リンクができた途端

に大雪が来たりということで、いろんな苦労もありますけども、何とかスケート教室

も３回予定していたものが２回はでき、あと予備で用意していた藤村さんのアスリー

トの指導も受けることができて、やはりオリンピアンの方は強くなるだけじゃなくて、

子どもの遊び方も上手で、とにかく遊びを通した上達ということは、本当に指導者も

スポーツ推進委員も一緒に参加しましたのでとても勉強になったというようなことで

したので、今年は議員おっしゃるとおり随分ホッケーに取り組んでいただいたので、

スケートリンクの利用は増えたと思いますし、今後そういう形でいろいろな地域の方

に協力してもらいながら、せっかくつくったリンクの利用者が増えればいいなという

取り組みはしていきたいと思っています。 

あと 474 ページのバスケットゴールの関係です。先ほど説明が足りなかったですけ

ども撤去費全て込みの金額、あと今回、やっぱりもともとのバスケットゴールは備え

付けということでしかできないんです。もともと例えば移動式ですといろいろな助成

もあって、大型スポーツ用品等の助成も使えるんですけども、備え付けみたいな部分

はあまり補助が受けられるものは大規模改修的なものしかないんですけども、やはり

今の施設の広さでいけば移動式は置けませんので、壁に備え付けということですから、

今後の後利用というのは現実的に厳しいので、長く使ってもらうため、ただ今は、と

にかく安全確保が優先になりますので、なんとかそこを今年度更新したいというふう

な考えで実施したいと思っています。 

以上です。 

〇議長（鹿中順一君） ３番、小林教行君。 
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〇３番（小林教行君） ＧＩＧＡスクールサポートのことは了承いたしました。 

読書感想文につきましても、やはり無理強いして嫌いになってもしょうがないとい

うのも重々わかることでございます。ただスポーツもそうですけども、得意なこと、

好きなことだけやっていても成長できないというのも事実でございます。その辺のバ

ランスをうまくしながら子どもの成長につなげていければと考えております。 

また、スケートリンクにつきましても、私、実は活汲にスケートリンクがあった時

も教えていたんですけれども、その時はただただ滑らすだけで、遊びを取り入れたり

とかというのはしていませんでした。今年に入って藤村さんの活動を見て、こんなふ

うにやったら子どもたちは楽しくできるんだなということで、私も学ばせていただき

まして、子どもたちと一緒に楽しみながら私も成長させていただきました。本当にあ

りがたい取り組みだと思いますので、続けていただければと思います。 

最後のトレーニングセンターのバスケットゴールの件についてなんですけども、了

解いたしました。新しい施設に持って行くというのはやはり厳しいということなんで

すけれども、それでもやはり大事に使っていただきたいというのは私も同じ気持ちで

ございます。今のバスケットゴールは小学生用の高さと大人用の高さというふうに調

節できるかと思いますけれども、どうしても小学生用の高さのときに、バスケットゴ

ールにぶら下がらないでくださいと書いてあるんですけれども、それでもやっぱりぶ

ら下がったりするのを見かけたりすることもございます。その都度、私は見かけた時

には注意するんですけれども、やはりここはずっと言い続けなければいけないところ

だと思いますので、そのあたりも考慮しながら新しい施設を大事に使うようにしてい

ただければと思います。 

以上です。 

〇議長（鹿中順一君） ほかに。 

４番、村田政義君。 

〇４番（村田政義君） ちょっと２点についてだけお伺いしたいと思います。 

342 ページの新規事業の中で街路灯ＬＥＤ化工事の関係であります。今年度 50 基Ｌ

ＥＤに切り替えていくということであります。このことによって、どれだけ電気代が

節約できるのか、また、今津別町にどれだけ街路灯があるのかわかりませんけども、
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今後そういった残りの部分も含めて年度別に予算を組みながら進めていくのか、その

辺についてまずお聞きしたいと思います。 

次に 458 ページであります。これも新規事業でゲートボール場屋根等改修工事であ

ります。これは私どもも視察させていただきました。その際、屋根の修復とか外壁を

含めて非常に大変な状況になっているということも認識していますから、そういった

部分で今回予算を組んで改修するということについては、これは大変いいことだと考

えています。ここは単にゲートボール場ではなくて、ほかの交流の部分でも利用して

いるというふうな話も聞いていますが、視察に行った際に、今年、おそらく屋根改修

等の中にも含まれているのかなとは思うんですけども、支えている鉄柱もやっぱり多

少結露のところもあるのかなというふうに視察の中で感じたものですから、そういっ

たところも含めて、この改修の中に見込まれているのかどうか、より安全性を高める

という意味で、やはりそこは重要なポイントになりますので、そういったことを含め

てどうなのかお聞きしたいと思います。 

〇議長（鹿中順一君） 建設課長。 

〇建設課長（石川勝己君） 私のほうから 342 ページの街路灯ＬＥＤ化工事のご質問

についてお答えいたします。まず町内、私どものほうで管理をしています街路灯につ

きましては、総数で 936 基になります。そのうち平成 27年の時に賃貸借の関係で１年

工事をした部分については 829 基、それ以前、平成 23 年から平成 28 年度に町のほう

で単独でＬＥＤの電灯をつけたものが51基ございます。残り56基につきまして今回、

今年度の事業でＬＥＤ化を行っていくという計画になっています。従ってこれが終わ

れば、残りの部分についてはなしという形になります。 

それから電気代の関係ですけども、一概にこの 56基が同じタイプのものではござい

ませんので、幾らかということは細かな正確なところは申し上げることはちょっと難

しいと思いますが、推定というか前回の部分からの実績やなんかの経験を踏まえます

と、約５割から６割電気料がカットされるというような推測をしております。 

以上です。 

〇議長（鹿中順一君） 生涯学習課長補佐。 

〇生涯学習課長補佐（石川波江さん） 458 ページのゲートボール場の屋根の改修の関
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係なんですけども、一応結露の関係等は、雨漏りがひどい時に技師にも一応見ていた

だきながらの設計でありますので、そういう部分を確認しながら、屋根を改修という

よりは簡単に言えば上に乗せて、全く防ぐ形になりますから照明をＬＥＤ化するとい

うようなものになります。その部分でいけば工事の内容をしっかり確認して進めたい

と思っています。 

〇議長（鹿中順一君） ４番、村田政義君。 

〇４番（村田政義君） １点目については了解しました。 

２点目についても、今言われたように私ども視察に行っていろいろ中を見ています

から、やはり安全性を重視しながら、そこで活動する方が安心してできるような状況

をつくっていただければということをお願いして終わらせていただきます。 

よろしくお願いします。 

〇議長（鹿中順一君） 昼食休憩とします。 

 

             昼食休憩 午前 11時 53分 

             再  開 午後 １時 00分 

 

〇議長（鹿中順一君） 昼食休憩を閉じ再開します。 

ほかにありませんか。 

１番、篠原眞稚子さん。 

〇１番（篠原眞稚子さん） ２点ほどお聞きしたいと思います。442 ページのつべつ紅

葉マラソンなんですが、去年が記念大会で、ちょっと記憶が違っていたらあれなんで

すけれど、金額的にも多いので、今年何か節目のイベントをする予定にしているのか、

だとしたら、いつもオリンピックに出ているような方がいらっしゃっていたかと思い

ますが、そんな計画はされているかどうかということをお聞きしたいのと、もう１点

は、481ページからになって、ここってことはないんですけど学校給食のことについて

お尋ねしたいと思います。 

今、ＳＤＧＳとか、それから全体的に学校はちょっとわからないんですけども、食品

ロスの問題がいろんなところでなされているかなと思います。環境省で学校の１年当
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たりの残菜というか、そういう量を調べたというような記事もありましたので、津別

町では残菜というかそういうものを調べてロスというのがどの程度あって、子どもた

ちにどのような指導をされているのかということの２点についてお尋ねします。 

〇議長（鹿中順一君） 生涯学習課長補佐。 

〇生涯学習課長補佐（石川波江さん） 442 ページのマラソン大会の関係ですけども、

令和３年度が確かに 20回の記念大会ということでしたけども、コロナの関係で実行委

員会といろいろ協議をしてまして、町民だけの特別大会ということでカウントしない

ものとして令和４年度は 20回記念大会ということの企画をしています。 

実行委員会でも、終わった後の反省等で町民大会は町民大会で町民限定のもいいね

ということではあったんですけども、長いこと町外から来ていただいている選手の方

もいますので、やはりこの大会をカウントせずに令和４年度に記念としての大会を実

施してというようなことになりました。ただ内容的には、いろいろな意見もありまし

たけど、教育委員会、事務局としては招待選手を呼んでということで、この大会には、

予算が承認いただけたら正式に回答をいただけるんですけども、大迫傑さんにお願い

を直接しましたら検討いただけるというような回答をいただいていました。ただ年明

けに現役復帰するというようなニュースも見ましたので、事務所の方に連絡をしたら、

本人、現役復帰しても、日程は早くに伝えていますので、日程があえば自治体の小さ

な大会であっても本人がよければ行くというふうに本人が言っているということでし

た。ただ実際のところ予算が承認いただけた後には、すぐまた実際どうなのかという

ことをお話ししてと思っていますし、もし大迫傑さんがだめだった場合も、今回はマ

ラソン大会ということで、その後でいけば有森裕子さんとか、わかる子どもが少なく

はなっていますけども、一般の方はまだいろいろな取り組み、子どもですとかいろい

ろな障がい者の関係のいろいろな取り組みもしていますので、そういう部分というこ

とで、また内容等については実行委員会と相談していきたいなと思っています。 

〇議長（鹿中順一君） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（千葉 誠君） 学校給食の関係でＳＤＧＳに関連しまして食品ロスに

ついてということで答えさせていただきます。 

議員が言うように、残菜については給食のほうでも集計はとっております。ただ、
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私そこで数字的なものは持っていませんので、後ほど伝えさせていただきたいと思い

ます。 

対応についてですけれども、食べ物の大切さということで栄養教諭のほうから、そ

れぞれクラスに行った時はそういうようなことを伝えているということと、ロスにつ

いてはアンケートを子どもたちにもとっているんですけども、やっぱり子どもによっ

て好きなもの、嫌いなものがそれぞれあって、量が少ないという子もいますし多いと

いう子もいるのも実態です。やはり好きなメニューとかもありますので、そういう時

には調理のほうで少し工夫しながら、いつもよりも少し多めにとか、そういうような

盛り付けだとか、そういうのは対応しながら、できるだけ残菜をなくすような取り組

みは現場も含めて行なっているという状況です。 

〇議長（鹿中順一君） １番、篠原眞稚子さん。 

〇１番（篠原眞稚子さん） マラソンに関しては、いつもの予算額よりも若干増えて

いるのでそうかなということで、予算が通らないうちにどんどん進むということには

ならないというお話もありました。なかなかどなたがいいとかそういうことではない

ですけども、先ほどの話じゃなかったんですが、子どもたちにいろんな刺激を与える

という意味では、毎年呼べるわけではないので、いろんな年齢層があって、わかる人

もいて、わからない人もいるようなお話もあったかと思いますけども、ぜひそのよう

な方向で記念大会を盛り上げていっていただければというふうに思います。この時期

になるとこういう問題はないのかなっていうふうに思うんですが、何ともコロナの先

の話が見えないので、またがっかりさせるようなことになっても困るかもしれません

が、状況を見ながら準備をしていっていただきたいなと思いますので、よろしくお願

いいたします。 

学校給食のことで、なかなか量を調べるということは難しいようなお話も以前に聞

いたかなというふうに思いますけども、ここのところにきて日本全体が食品ロスの問

題が大きくクローズアップされる中で、推計というふうに出ていたんですが、量が何

ともつかめなくて言えないんですけど、１年間に 17.2 キログラム、子どもたちが登校

したところで残しているものがそんなにあるのかなというふうなことを、そこから読

み取ったというか感じたところです。調理クズとかそういうのもいろいろ出るとか、
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それから食べ残しがあるとか、子どもにもやっぱり嫌いなものは食べなくて残してし

まうというようなこともあるようにもその中に書かれておりました。 

何より、ただもったいないということだけで話を持っていっても難しいんじゃない

かというようなことで、生きているというか、食べるというか、いろんな話を子ども

に聞かせるというような取り組みもしているようなところがあるみたいです。 

ただ一方に、残さず食べなさいということの指導が強いと、給食があるから学校に

行かないとか、行けないとか、そういう子どもも反面出てくるというようなことで、

非常に兼ね合いというのが難しいんだなということを感じとりました。やっぱり小学

生というか、今の子どもの世代というのはおかしいですけれど、生まれた世代によっ

て、本当にお米１粒でも大切にしなきゃならないというようなことからずっときてい

る中では、やっぱり豊富な食糧の中で、食べたいものだけつまみ食いするような中で

育っているなかでは、食に対する指導というか学習というのは難しいのかなというふ

うに思いましたけど、これからも、ゴールが 2030 年でしたか、そこまでにどんどんど

んどんいろんな話が出てくるかなというふうに思いますので、やっぱりいろんな角度

からそういうような健康な子どもたちを育てていくというのは、食が大きな問題があ

るかと思いますので、その辺のところ考慮しながら、調べたものがあれば後で見せて

いただければいいかなというふうに思います。そんなふうに感じたので質問しました。

〇議長（鹿中順一君） 生涯学習課長補佐。 

〇生涯学習課長補佐（石川波江さん） マラソン大会の関係、しっかり実行委員会の

方と、コロナのこともあって、また課題もあるかもしれないんですけれども、大迫傑

さん直接、今までは結構つながりを使っていろんなオリンピアンにお願いした経過も

あったんですけど、今回はたまたまホームページを探して簡単なメッセージ、小さな

町のマラソン大会ですということで、参加者も 350 人ぐらいの規模ですと、何とか参

加する方に夢と希望をお願いしますみたいな簡単なものに反応していただいて、すぐ

会社の方、同じ苗字なのでお兄さんか、弟さんだと思いますけど、すぐ返事をいただ

いて、何とか本人も乗り気ですので、何とか検討したいと。ただ本当、さっきも言っ

たように現役復帰するとなれば、またスケジュールが詰まってくると思いますので、

かなうかどうかわかりませんけども、今後しっかり早めに準備していきたい、実行委
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員会と相談して進めたいと思っています。 

〇議長（鹿中順一君） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（千葉 誠君） 議員のほうから調理クズというようなお話もありま

した。現場のほうには、やはりそういうのを少しでも減らしていくというような形と、

それから、それぞれ子どもたちは好き嫌いというのもあると思いますけれども、逆に

好きな味付けだとか、そういうのもあると思いますので、現場、調理師含めてそうい

うことを変えることによって、また少しでも子どもたちが食が太くなるといいますか、

食べる量が増えてくれればいいのかなと思いますので、そういうことも含めて現場の

ほうとまた話をして進めていきたいと思います。 

〇議長（鹿中順一君） １番、篠原眞稚子さん。 

〇１番（篠原眞稚子さん） マラソンのことはわかりました。 

学校給食は、周りにあまり給食を食べる人もいなく、いろいろ聞かなくなったから

わからないんですけど、以前には給食だより、大人が読んでもためになりそうなとい

うか、そんなのも入っていたかなというふうに思いますので、いろんなやることはた

くさんあるのは承知してますけれども、やっぱり子どもの体というか、大人に成長し

ていく上での栄養をきちんと取るということは、いろんな問題があって学校給食の１

食だけでもきちっとしたものを食べさせたいという思いもおかしな話ですけどもある

みたいなので、その辺のところも考慮しながら進んでいってもらえればなというふう

に思います。 

以上です。 

〇議長（鹿中順一君） ７番、佐藤久哉君。 

〇７番（佐藤久哉君） 340 ページ、道路除排雪経費の委託料の町道除排雪業務 399万

5,000 円が計上されております。これ以外にも道路維持管理費のところでも同じように

予算が組まれていると思うんですけども、これについては、例年どおりの業務をする

という形で予算を組んでいるのか、まずお聞きしたいと思います。 

次に、390ページ、その他小学校教育振興経費、学習補助員 1,065 万 4,000 円、それ

から 404 ページ、同じく学習補助員 532 万 7,000 円、二つ組まれていますけれども、

この人数の内訳と、それから、その採用予定者が決まっているのかどうかお聞きした
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いと思います。 

続きまして 442 ページ、スポーツ合宿誘致事業、本年度、スポーツ合宿誘致事業 300

万円組まれておりますが、本年度の誘致予定、ラグビー関係についてどのようになっ

ているかお聞きしたいと思います。 

続きまして 444 ページ、先ほど小林議員のほうから質問がありましたけど、委託料、

ジュニアスポーツ講習業務、これについて大体わかったんですけれども、すぐ近場に

カーリングのメッカがありまして、オリンピアンということで、ちょっとシーズンオ

フにも入ると思うんですけれども、ロコソラーレの方を呼べるのか、今回、予定の中

に入れているのかどうか、その点だけお聞きしたいと思います。 

以上です。 

〇議長（鹿中順一君） 建設課長。 

〇建設課長（石川勝己君） 今ご質問いただきました 340 ページの道路除排雪経費の

関係でございます。ここに計上している予算の部分につきましては、特に郊外の部分、

市街地外でお願いを、町が直接委託契約を結ばせていただいてお願いしている、例え

ば農家の方々７軒分ですとか、それから上里のホテルのほうに向かう道路についての

除雪を網走道路整備事業組合というところにお願いしたり、また本岐地区には桃源フ

ァームさんにお願いしている、それらの経費でございます。例年町がそれらの方々と

契約をし、除雪出動基準に基づいて出動していただくという経費で、例年と変わりな

いというところでございます。 

以上です。 

〇議長（鹿中順一君） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（千葉 誠君） ご質問の 390 ページの、その他小学校教育振興経費

の学習補助員の部分、それから 404ページ、同じく学習補助員の分ですけども、309ペ

ージの小学校教育振興経費につきましては、８名を予定しております。404ページの中

学校費については、４人を予定しております。 

現状ですけれども、小学校については８名の確保ということでできております。中

学校については４名中２名の確保はできていますが、まだ残りはできていない状況で、

ただ募集をした結果も適切者がいなかったということですので、もう４月が近いとい
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うことです。１名の方が教員免許も所持をしているということで、臨時の教員という

ようなところの方向も考えながら、４月に向けて進めていきたいと考えております。

現場のほうとしては、教員が直接つくことによって複数の児童の対応が直接できると

いうことでお聞きしています。 

よろしくお願いします。 

〇議長（鹿中順一君） 生涯学習課長補佐。 

〇生涯学習課長補佐（石川波江さん） 私のほうからは、442ページのスポーツ合宿の

予定なんですけども、今のところはっきりとした予定はないんですけども、２月、３

月と合宿誘致に直接出向いてお話をする予定も、コロナの関係で直接お話できない状

況であります。ただ、電話等では例年来てもらっている筑波大学も名古屋の名城大学

も来たいという話はありますけども、なかなかこの先の部分があって正式に決まって

いません。 

あとＮＴＴコミュニケーションズに関しましても、町長が東京へ出向いた時にも会

社のほうによっていただいたりして、令和４年度は行くよというお話もいただいたと

ころなんですけれども、昨日ＮＴＴのほうでチーム編成が変わったという、会社の形

態から、さらにラグビー事業の事業を増やすというようなのがわかりまして、事前に

もちろん町のほうには連絡がありましたが、正式な会社の立ち上げは７月ということ

ですので、ＮＴＴの部分は実際にどうなのかなというのは今回答することはできない

んですけど、ただ、300 万円の部分の中は、もともと合宿融資事業は 500万円という内

容でしたから、今後その部分で合宿誘致がラグビーまたはサッカー等、また新しい部

分の誘致も進めていく予定ですし、コロナがなく予定どおりできるようでしたら、ま

た合宿に関しては進める方向でいますので、また増やしていくお願いをするかもしれ

ません。ただ、実際ラグビーの動向については、まだはっきりわかっていないです。 

あと 444 ページのジュニアスポーツの関係です。佐藤議員おっしゃったように、実

はまだ予算確定しないうちだったんですけども、５月、運動会前にかけっこ教室を進

めなきゃいけない関係もあって、委託できる委託先のほうにいろいろ打診をしていた

ところで、実はカーリングのほうはロコソラーレで調整をしてくれているようではあ

るんです。実際、実現できるのかどうかというのは、私もちょっとびっくりして、実
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は本橋さんのほうに直接お願いをして、同じ北見だし、ロコソラーレで調整するよと

いうような連絡をいただいたので、予算が確定したらすぐにできることを報告してい

きたいと思っています。 

ただ、やり方としてはカーリングホールはありませんので、北見市のカーリング場

を予約して、３コースありますので、３コース津別町で貸し切った形の日程を組み、

相手の日程がうまくあえばカーリングシーズンに入る前にロコソラーレが実現できる

かもということで、まだはっきりしてはいないんですけども、いずれにしても５回予

定している部分、トランポリンがちょっとオリンピアンというのがなかなか見つけら

れないんですけども、サッカーもそうです、サッカーもコンサドーレがフットサルの

チーム、エスポラーダ、北海道で活躍しているチームということでしたし、やってい

る方は結構わかるところの選手に来ていただけるかなと。ただ目的は、普段取り組ん

でいない子どもに、いろいろなスポーツにチャレンジしてもらう機会でもありますの

で、これからではありますけど、議員おっしゃったようにカーリングのほうはロコソ

ラーレ、できれば親子で体験したいなというふうに思っています。 

〇議長（鹿中順一君） ７番、佐藤久哉君。 

〇７番（佐藤久哉君） 除排雪業務のほうなんですけれども、私は町民の方、何人か

から今回も言われたので、過去議員がみんな何回か問題にしているんですけど、置き

雪の問題があります。町の管轄でない国道は別として、町内の町道ですとか道道のと

ころで、昔から除雪した後に大量の雪が置かれて、なかなかその除雪が手作業では困

難で苦労しているということで、何回か今まで議会でも問題になったと思うんですけ

れども、今なぜ私この話をするかというと、高齢化が進んで、やっぱり重たい雪をよ

けるのが大変だという声が私のほうに届いているので、何とかならないかということ

と、私の聞いている範囲では、札幌市のほうは、既に置き雪対策として市民サービス

として置き雪をよけることを始めているということなんで、行政が乗り出したという

ことは、やっぱりそういう課題は各町村でもっているので対応するようになったと思

うんですけども、町はそのことをどう考えているのか、考えがあればお聞かせいただ

きたいと思います。 

それから 390 ページと 404 ページの学習補助員の問題ですけども、今私もお聞きし
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て非常に特学関係がクラスで増えていますので、どうしても両方で 12人という大量の

雇用するための人材支援が津別にあるのかと、多分１人 100 万円ちょっとぐらいだと

思うんですけれども、それぐらいの収入で 12人の人材を確保するというのは、正直言

いまして津別の町は結構皆さん奥さんがたもパートとかに就いていますから、なかな

か探すのが大変だと。これからはもっと人口も減るし探すのが大変になってくるのか

なというふうに思います。であれば、やはり国や道に支援を求めるとか、何か手を考

えていかなければいけないんじゃないかと思うんですけれども、考えがあればお聞か

せいただきたいと思います。 

今、町の中も工場なんかは半分ぐらいは美幌、津別から来ていると。しかし、さす

がに学習補助員をよその町から連れてくるというわけにもいかないと思うので、何か

考えがあればお聞きしたいと思います。 

それから、スポーツ合宿のほう、まさに私も懸念しているのはＮＴＴのことであり

まして、実は昨日リーグ１に正式にチームが通達したということで昨日ネットニュー

スになっていましたけど、もうちょっと前からその話は出ていて、ただ幸いなことに

子会社だったのはコミュニケーションですけれども、ラグビーのほうはコミュニケー

ションがリーグ１に残って、レッドハリケーンのほうが３部というか社員だけでやる

ものにするということなので、今までお付き合いしているシャイニングアークスにつ

きましてはリーグ１に残るということなので、強化していく形になるので、むしろ前

よりもたくさんの人数に来ていただけることになるのかなと思っています。コロナが

明けなければ無理なんですけど、その辺、体制がかわって事務局長がかわるようです

ので、ぜひ密にコンタクトをとっていただいて、また津別に継続して来ていただける

ようにしていただきたいと思ってお願いいたします。 

それからジュニアスポーツの関係なんですけども、今、期待していたお答えをいた

だけたので大変ありがたいと思います。 

女子ゴルフがすごく黄金世代とかといって盛り上がっていますけれども、皆さん宮

里藍さんに憧れて大体ゴルフを始めたという形で、私どもも小さいころ野球のユニフ

ォームを買ってもらうと、背番号は１番か３番でした。やっぱり子どもって、そうい

う一流の選手を見たら憧れて、そのスポーツを目指すものですから、ぜひそういうオ
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リンピアンの人たちに直接触れる機会をつくって、津別の町からもオリンピアンが出

るように仕掛けていきたい、そういう社会教育の熱意が感じられましたので、今後と

も頑張っていただきたいと思います。 

〇議長（鹿中順一君） 建設課長。 

〇建設課長（石川勝己君） 間口除雪です。置き雪の関係でございます。議員がおっ

しゃられたように、以前からこの話題については幾たびも出ておりまして、私どもも

課題というふうに思っていますが、なかなか解決に至らないというところでございま

す。これは津別だけじゃなくて近隣の自治体も同様な課題ということで認識をしてい

ます。 

実は、網走地区道路交通管理協議会という組織がございます。これは網走市、大空

町、美幌町、それから北見市の常呂自治区、それから津別町、これらをエリアとする

区域の中にある国道、道道、それぞれの市町村道の除雪の関係について協議、調整、

それから意見交換をするという会議体でございますが、これらには警察や消防なども

入っております。そこで毎年 12月上旬に、その年の、そのシーズンの除雪の打ち合わ

せをするわけでございますが、ここでも置き雪の問題については何度も意見交換とい

うか、情報交換をするという意味で話題になります。昨年の 12月の会議におきまして

も、網走市さんのほうから、この話題について出されました。というのも、美幌町で

間口除雪のほうを実施しています。どのようにやっているんだという部分や、それら

の課題や何かについて、状況について美幌町さんからもお聞きをしていたというよう

な中身です。詳しくはあれですけども、たくさんの台数で朝早い時間というか夜中、

津別町は３時ないしは３時半に出動していますが、美幌町さんは夜中の 12時出動とい

うような形で除雪をやっているということでございます。 

それらの情報を聞きながら、対応の部分について、まださらに苦慮しているという

段階です。津別町においてやる場合、どういうふうになるかというふうに私どものほ

うも置き換えて考えるわけですが、現状の車両で新雪除雪出動した場合、その車両が

一軒一軒というか、置き雪のことを気にしながらだと作業効率が非常に悪いという部

分になります。それに対応するというやり方としては、その車両の後にミニショベル

なりの車両がそれぞれの置き雪の対策、処理をしていくという形をしなければ対応し
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きれないだろうなというふうに考えます。 

ただ、そこで問題になるのは、そのミニショベル等の車両の台数、それから運転手

の確保、そこに大きな課題があるというふうに私どものほうは認識していますし、こ

の会議の中でも、そうだよねというような感じで自治体の共通の認識です。 

高齢化という部分も含めて、津別町だけの課題ではないので、この協議会の中での

情報共有や新しい間口除雪の仕方の工夫のアイディア等も、この中で聞いたり課題解

決に向けて１歩ずつというよりは半歩、４分の１歩ずつになるかもしれませんが検討

していきたいというふうに思っています。 

現状としては、福祉のほうで行っている除雪サービスや、各自治会のほうに全てで

はないと把握していますが、除雪機の貸与もされて地域がボランティア的に行ってい

るということもありますから、津別町としては、それらをうまく連携しながらという

ところが今の対処法かなというふうに私個人的にも考えております。 

ただ、津別町においては、新雪除雪の関係では、今、申し述べた状況なんですけど

も、日中また雪が降り積もって拡幅除雪をするだとかという部分については、できる

だけミニショベルを配置して、排雪のときも含めて、その時の間口に雪を残さないよ

うにという対応はしております。 

以上です。 

〇議長（鹿中順一君） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（千葉 誠君） 学習補助員の関係ですけども、やはり国や道の支援

ということで、すみません私のほうで今ちょっとこういうふうにというところまでは

思い浮かばないので申し訳ないんですけども、今回、前任の方が退職するということ

で、新たに３名の方が来たわけですが、そのうち２名が美幌町から来ていただく方に

なりました。 

今回ハローワークのほうにも出させていただいて、それでもちょっと人数に達しな

かったんですけれども、ハローワークの求人を見て、ちょうど時間帯が逆に働きやす

いということで、主婦の方だったんですけれども、仕事が終わってからまた家で家の

こともできるというような時間帯なのでということで、応募もいただきました。こち

らとしては１日フルではないので、なかなか難しいのかなという部分もあったんです
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けれども、そういうような部分もあるということが今回わかりましたので、いろいろ

アンテナを張ったり、ハローワークに出したりということでまた行っていきたいと思

います。 

ただ、特別支援の児童が中学校ここ３年ぐらいが１番ピークだと思っております。

小学校については徐々に減りつつありますので、ここ３年後までが１番のピークかな

と思っておりますので、現在、勤務いただいている方が引き続き務めていただくとい

うことを願っているところでありますが、今後、何かまた募集の時ということがあり

ましたら、またハローワーク等も通じながら募集をしていきたいというふうに思って

おります。 

〇議長（鹿中順一君） 生涯学習課長補佐。 

〇生涯学習課長補佐（石川波江さん） 442 ページのスポーツ合宿の関係です。佐藤議

員おっしゃったように、ドコモ関西は、昔、フォレスターの時代に津別に来ていただ

いていたチームでもありますし、今後、網走市、北見市とも広域的に連携をとりなが

ら、またシャイニングアークスの体制が変わっても、つながりのつながりのまたつな

がりもいろいろつくりながら、合宿誘致のほうをしっかり進めていきたいと思ってい

ます。 

お金が足りなくなるぐらいチームに来ていただけるような、なんせコロナというの

があって、なかなかすぐに動けない部分もありますけれども、しっかり取り組んでい

きたいと思っています。 

あと 444 ページのジュニアスポーツの関係、ロコソラーレは確かに大人もぜひプレ

ー一緒にやりたいなという部分なのかなと思いますし、実現できるかわかりませんけ

ども、やはりオリンピック選手を津別からという部分はすごい大人の夢でもあります

けども、なかなか結構、かなり努力をしなきゃいけないというようないろいろな、実

際にオリンピアンの話を聞いて、子どもたちがみずから努力しなきゃこうならないん

だよというのを自分で気づいてもらいたいという社会教育の思いでもあります。そこ

から、スポーツはやはり今回のオリンピック見ましても、やはり見ているだけで感動

できるものだなと思うように、このいろいろなスポーツをとおして自分たちでいろい

ろやったことがないスポーツにチャレンジしてもらって、できなかったものができる
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ようになったとか、そういう小さなことから、自分は何をやりたいんだろうっていう

スポーツ以外のことにも気づいてもらえたらいいなというふうに思っています。 

実際にオリンピックというところまではいきませんけど、一度話したかもしれない

のですけど、スケートは何年前でしょうか、４、５年前にやったアスリート事業、道

教委と連携した事業で、スケートで来ていただいたときに、そのとき小学生でかなり

普通にスケート少年団としてやっていたんですけども、ちょっと滑りが違うぞという

ことで少し教えていただき、美幌町に中学生になっても行き、それで全国、中学も出

るようになり、高校はスケートで進学するというふうに聞いています。ですから、そ

ういうところでオリンピックを夢見てやっているんだろうなということで、そういう

部分を身近に子どもたちも見て、頑張れば努力は報われるんだなというようなところ

を、実際に子どもたちがそれぞれ体験してもらいたいと思っています。それをまた周

りの大人がいろいろな形で応援していければいいなと思っていますので、よろしくお

願いします。 

〇議長（鹿中順一君） 除排雪の関係については、町のほうもいろいろ検討してくれ

ていることがわかりましたので、聞かれた方にはお伝えしていきたいと思います。今

後とも、やはり住民の方の希望にできるだけ応えられるように努力していただきたい

なと思いますので、よろしくお願いいたします。 

オリンピアンの最後の質問の関係なんですけれども、今年はこれでいいと思うんで

すけども、津別はあまり対象者はいませんけれども、障がい者のスポーツ、そういう

もので成功体験がある方というのは、障がい者の子どもたちだけじゃなくて、やっぱ

り一般の児童たちにも諦めない心だとか、強い心をつくる、スポーツに対する真摯な

取り組み方とか、そういう意味では非常にお手本になる方たちだと思うので、ぜひ来

年度以降も続けるのであれば、そういった方も今年度の事業を振り替えるときに検討

していただければというふうにご意見申し上げます。 

両方とも答弁はいりません。 

〇議長（鹿中順一君） ほかに。 

９番、山内彬君。 

〇９番（山内 彬君） 368 ページの下段にあります津別高校振興対策事業関係で、確
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認と今後どうなるのかお伺いしたいと思いますが、公立高校は昨日、第１次募集の試

験の発表があったようでございます。出願されている人数についてはお伺いしたとこ

なんですけども、昨日、津別高校に合格された人数についてわかればお伺いしたいと

思います。 

かつ津別中学校の卒業生が 26名というふうに聞いておりますが、そのうち今回、津

別高校のほうに合格された人数について、わかればお伺いしたいと思います。 

この先、第２次募集というのがあろうかと思いますけども、それあたりの見込みに

ついて、もしわかれば教えていただきたいと思います。 

〇議長（鹿中順一君） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（千葉 誠君） 予定では27人の応募ということになっておりまして、

地元からは 17人、町外からは 10人というような数字になっております。 

２次募集については、ちょっと状況は把握しておりません。ただ、この中で併願し

ている方もいるかと思いますので、その辺についての結果については把握をしていな

い状況です。 

〇議長（鹿中順一君） ほかにありませんか。 

８番、高橋剛君。 

〇８番（高橋 剛君） １問だけお願いします。482 ページの中段、給食センターの施

設管理経費の修繕料がございますけれども、こちらのほう、給食センターはかなり以

前から問題になっていますとおり老朽化が進んでいると思うんですけれども、修繕料

の額が正直少ないなという感じもするのですが、これの中身はどういった感じですか。 

〇議長（鹿中順一君） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（千葉 誠君） 内容につきましては、施設小破修繕が 14万 3,000 円、

それからボイラーの関係で、２基で 13万 2,000 円、除雪機が１万 3,000 円余りという

ような内容になっております。 

〇議長（鹿中順一君） ８番、高橋剛君。 

〇８番（高橋 剛君） 内容はわかりました。これ大幅に増えることはとりあえず今

年はないという感覚でとらえていらっしゃるのか、その辺りのことと、それと肌感覚

として私個人もそんなに施設を見させていただくのは、以前見させていただいている
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んですが、その時にも結構、正直古いなというか、施設の厨房のつくりからしてもち

ょっと古いなという感じを受けたんですけれども、その辺りの老朽化が進んでいると

いう、そういう肌感覚といいましょうか、そういうのはございますでしょうか。 

〇議長（鹿中順一君） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（千葉 誠君） 議員のおっしゃるように建物は古くなってきており

ます。直さなければいけないところも出てくると思っております。今の部分について

は施設管理ということで、例年でいくと議員が言われるように少ないという部分もあ

るかもしれませんので、状況に応じてまたご相談をさせていただきたいと思います。 

ただ、調理場の部分については別予算で 49万 3,000 円ほど見させていただいており

ます。調理場内の例えば配管ですとか、機械ですとか、そういうところについては別

予算でということで対応させていただきたいと思っております。 

〇議長（鹿中順一君） ほかにありませんか。 

２番、渡邊直樹君。 

〇２番（渡邊直樹君） 大きく３点ほどお伺いいたします。 

一つ目は 340 ページ、道路橋梁維持整備事業、14 の工事請負費でございます。その

部分の一つ一つの項目じゃなくて、この工事請負費、道路整備をした後、終了後につ

いてはどのようなチェックをなさるのか、と言いますのは、今、雪解けしてきて、昨

年だと思うんですが共和集会場の前の辺りを整備したかと思うんですが、もうひび割

れが出てくれば、そういうものがあちらこちらやったところが見えてくるので、そう

いうものについては予算の中でどういう管理扱いするのか、やったところがそういう

ところをまた見ていくのか、それともこれはこれでやったということに対しての予算

なので、そういうことはあり得ないのか、その部分、物事は何でもやった後というの

は、近々の部分についてはどういう扱いになるのか、その何年もたって壊れたとか、

何年もたってひび割れたというものは別として、やったものに対して直近で傷んだも

のについてはどういう扱いになるのかお聞きしたいと思います。 

２点目は 418 ページ、家庭教育振興経費、その部分の派遣費、補助金などあります

ので、事業内容についてお聞きしたいと思います。 

最後３点目は 458 ページ、町民ゲートボール場管理経費の工事請負費、休憩室等解
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体の 450 万円ほどでございます。この部分について、休憩所以外付属にこまごました

ものがあると思うんですが、その部分の撤去も含めて、ある意味言い方として真っさ

らな状態になるということの予算なのか、また、その後の予定についても、その部分

について何かお考えがあればお聞きしたいと思います。 

〇議長（鹿中順一君） 建設課長。 

〇建設課長（石川勝己君） それでは、一つ目の道路工事後の関係になります。基本

的には、工事をした後はそんなに直ぐ傷みがこないとは思いますが、今、議員のおっ

しゃられたように、冬場を越して凍上だとかひび割れが出て来る場合もあるというふ

うに思います。工事したての箇所に限らず、全部の路線については毎日ではございま

せんが、道路パトロールという形で我々が別用務で外に出かける場合であっても、そ

れから維持管理をお願いしている道路管理センターが作業をする移動のときも含めま

して、道路の状況については都度確認しています。万が一そういう部分の箇所が出て

きた場合については、原因とか状況とか、規模とかによって対応をそれぞれ考えてい

くという形になります。 

〇議長（鹿中順一君） 生涯学習課長補佐。 

〇生涯学習課長補佐（石川波江さん） 418 ページの家庭教育振興経費の役務費、手数

料の関係ですけども、家庭教育の関係、コロナの関係で令和３年度は読み聞かせ等を

２月に実施できたんですけども、２年度は実施できていないという経過から、令和４

年度は、今考えているのは映像制作教室ということで道東テレビさんの協力を得て、

単純にただ映像をつくるだけではなくて、その保護者の学習的にセキュリティの関係

だとかも含めた形でできるかなということで計画しています。ただ２月に家庭教育講

座をやった時に、やはりちょっと人数も少なかったんですけども、アンケート等をと

って、やりたいものの意見を聞いているところであります。なので、今のところは映

像制作教室を準備中でありますけれども、今後家庭教育のメンバーの中から声が上が

って、できる範囲で実施していきたいなということで、これも、中期計画は４年目な

んですけども、それの中で実施しています。 

あと 458 ページの旧ゲートボール場を廃止する部分ですけれども、この解体は全て

休憩室、物置、トイレ、また仮設トイレもあります。あと物置等を壊したときの撤去
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物もありますし、細かく言えば柱等あるんですけど、全て撤去するというような工事

費になっていますので、その後の利用方法については総務文教委員会でもお話しした

んですけれども、場所的に河川敷近くというところもあって、今後の予定は今のとこ

ろ立っていないというような状況です。 

〇議長（鹿中順一君） ２番、渡邊直樹君。 

〇２番（渡邊直樹君） １点目の道路橋梁の関係の部分については、私も体調管理を

含めて町内をパトロールしていますので、そういう中で、ちょっと雪解けが今見えて

きた中で、確かにここやったばかりだよなというところの舗装のつなぎ目も含めて、

すごく共和の集会所の所はパッと私も素人ながら見た感じひどかったので、返答はい

らないんですけど、ちょっと注意深くチェックしていただきたいと思います。 

あとゲートボール場の所については、その付近で以前委員会とかでも質問したと思

うんですが、町有地が売れて、今そこは雪ため場になっていると思うんです。そこ３

区画が無事そこが進んでいくという話を以前聞いたので、例えばそういう話が進んで

いった場合、今雪ため場になっている共和の部分が使えませんので、そういうときに、

ちょうど今のゲートボール場のところが空くので、そういう活用何かは考えているの

か、できるのか、先ほど河川敷付近ということもあったので、地域のそういう雪置き

場みたいな形の、今はなっていませんけど、そういう形も考えられるのかどうかお聞

きしたいと思います。 

〇議長（鹿中順一君） 建設課長。 

〇建設課長（石川勝己君） 一つ目についてはいいと言われたので、よろしいという

ことで、二つ目の関係、雪置き場という形のお話でしたので、私のほうから。 

市街地内の雪の置き場については、我々が排雪作業をして集めた雪を置く場所にし

ております。一般町民の方々は達美のほうにということで案内をして、一般町民の方

は捨てないという場所にしているところです。必要に応じて、その雪の降雪量、それ

から排雪作業の実態によって、そこに置かせていただくと。我々が土地を貸してもら

ってというか、置いていいですかという許可をもらってになりますが、そういう形で

使っていく部分が、廃止になったゲートボール場に置く必要が出てくれば使わせてい

ただきたい。過去に何年か前に置いた経過はございます。 
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〇議長（鹿中順一君） ほかにありませんか。 

第８款土木費から第９款消防費、第 10款教育費、第 11款災害復旧費、第 12款公債

費、第 13款予備費までの質疑を中断します。 

暫時休憩をします。 

 

             休憩 午後 １時 48分 

             再開 午後 ２時 00分 

 

〇議長（鹿中順一君） 休憩を閉じ再開します。 

生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（千葉 誠君） 先ほどの山内議員の質問の訂正ということをさせて

いただきたいと思います。 

今年度の津別高校への入学の関係ですけれども、受験が 22名ということで、町内に

ついては 11名、町外が 11名ということで、合計 22名ということになります。 

訂正させていただきます。 

申し訳ございません。 

〇議長（鹿中順一君） 次に、一般会計予算の歳入について一括を許します。 

ページ数は 11ページから 48ページまでです。 

ありませんか。 

              （「なし」の声あり） 

〇議長（鹿中順一君） 一般会計予算の歳入の質疑を中断します。 

以上のとおり一般会計予算の各部分ごとに質疑を行いましたが、一般会計予算の全

体を通して質疑もれがありましたら質疑を許します。 

ありませんか。 

              （「なし」の声あり） 

〇議長（鹿中順一君） 以上で一般会計予算の質疑を終結します。 

 

    ◎延会の決議 
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〇議長（鹿中順一君） おはかりします。 

本日の会議はこれで延会したいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

             （「異議なし」の声あり） 

〇議長（鹿中順一君） 異議なしと認めます。 

したがって、本日はこれで延会することに決定しました。 

 

    ◎延会の宣告 

〇議長（鹿中順一君） 本日はこれで延会します。 

明日は午前 10時から再開します。 

ご苦労さまでした。 

（午後 ２時 １分） 
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